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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
…
す

べ
て
の
人
が
使
い
や
す
い
よ
う

に
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と

※�

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
…
最
寄

り
駅
の
駐
車
場
に
自
動
車
を
駐

車
し
、
公
共
交
通
機
関
に
乗
り

換
え
て
目
的
地
へ
と
行
く
方
法

■
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
3
6

�
72
◦
7
9
6
4

　

甲
西
駅
周
辺
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
中
心
と
し
て
基
盤
整
備
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
整
備
完
了
か
ら
約
20
年
が
経
過
し
、
道

路
環
境
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
※

を
は
じ
め
、
本
地
区
の
玄
関
口

で
あ
る
甲
西
駅
前
の
再
整
備
な
ど
、
湖
南
市
の
中
心
部
と
し
て
人
に
優

し
く
、
ま
た
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め「
都
市
再
生
整
備
計
画
」を
策
定
し
、
平
成
18
年
度
か
ら
5

か
年
で
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、
本
年
度
は
甲
西
駅
南
側
の
整
備
に
着

手
し
ま
す
。

甲
西
駅
南
広
場
整
備
事
業

　

歩
道
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
化
や
緑
化
施
設
な
ど
の
整
備
、

ト
イ
レ
・
駐
輪
場
の
改
築
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
駅
前
広
場
に
、
鉄
道
利

用
者
の
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

用
※

、
駅
周
辺
利
用
者
の
一
時
駐

車
用
と
し
て
、
市
営
駐
車
場
を
整

備
し
ま
す
。

（
仮
称
）美
松
線
道
路
新
設
事
業

　

甲
西
駅
前
南
線
を
旧
東
海
道
ま

で
延
伸
し
南
北
の
連
絡
性
を
確

保
。
移
動
し
や
す
い
道
路
網
を
形

成
し
ま
す
。

施
工
期
間

平
成
19
年
8
月
上
旬
〜
平
成
20

年
3
月
末

甲
西
駅
南
広
場
の
整
備
と

（
仮
称
）美
松
線
道
路
の
新
設

を
行
い
ま
す

※道路延長：240ｍ

甲西駅南口

平
成
19
年
度
施
工
範
囲

旧東海道

（
仮
称
）美
松
線
施
工
予
定
地 由良谷川

新川

甲
西
農
道

甲
西
駅
南
広
場
整
備
施
工
予
定
地
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　６月24日、市民学習交流センター（サンヒルズ
甲西）本館で湖南市国際協会設立総会と交流会が開
催されました。
　設立総会では、協会規約や事業計画などを審議・
承認し、湖南市国際協会が誕生しました。また記念
行事として、滋賀県国際交流推進協議会長の野口喜
代美さんによる「多文化共生時代を迎えて」と題し
た講演があり、コーラスグループ「びわこ未来の会」
の素敵な歌声も披露されました。
　交流会は、200人を超える参加者でにぎわいまし
た。オープニングは石部太鼓の和太鼓で始まり、市
内にあるクレッサ学園の子どもたちが、クワドリー
リャというブラジルの踊りを楽しそうに踊ってくれ
ました。次に、ペルーの民族楽器ケーナや民族舞踊
マリネラが披露され、ラテン学園の子どもたちが飛
び入り参加でたて笛を演奏する場面もありました。
エンディングは、丸山ルイスさん・丸山好雄さんと
会場の参加者が「上を向いて歩こう」を合唱し盛り
上がりました。
　また軽食コーナーでは、中国やブラジルなど世界
の食べ物がふるまわれ、すぐに品切れになるほどの
大人気でした。
　こうして誕生した湖南市国際協会も、まだまだ歩
き始めたばかりです。これからは、協会を拠点とし
て市民・企業・行政が連携し、多文化共生をめざし
た事業を展開していきます。今後も市民の皆さんの
積極的なご協力とご支援をお願いします。

　『湖南市まちづくり市民活動補助
金 』に応募のあった８団体による提
案説明が６月10日の公開プレゼン
テーションで行われ、審査の結果、
次の４団体の活動が補助対象事業と
して採択されました。

交付決定団体 活動名 全体事業費 交付決定額 主な活動内容

児童保護パトロール隊 児童保護パトロール 133,000円 100,000円 小学生下校時の通学路パト
ロールカー巡回、啓発活動

いしべ夢まちづくり委員会 石部学（歴史）公開講座 100,000円 100,000円
石部の歴史や街道文化、石部
に暮らした歴史上の人々など
についての公開講座

湖南ネットしが 創年ＩＴ大学 487,500円 100,000円
シニア世代を対象としたＩＴ
に関する知識・技能の習得と
学びを生かした地域活動

車椅子ダンス滋賀甲西
みんなで踊ろう！
車椅子レクダンス

116,000円 100,000円
車 椅 子 の 扱 い 方 や 車 椅 子
フォークダンスの技術習得を
通しての交流活動

『湖南市まちづくり市民活動補助金』
交付団体決定！
■問い合わせ先　まちづくり推進課〔東庁舎〕
　�71◦2315　�72◦2201

南市国際協会が誕生しました！湖

■問い合わせ先　湖南市国際協会
　�・�　75◦3226
　 kia@gaia.eonet.ne.jp

賛助会員・ボランティア募集中
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近
年
、
各
地
で
地
震
や
台
風
・

大
雨
に
よ
る
大
災
害
が
発
生
し
、

防
災
を
足
元
か
ら
見
直
し
て
い
こ

う
と
す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

市
で
も
、
平
成
18
年
11
月
に
地

域
防
災
計
画
を
策
定
し
、
事
業
者

組
合
な
ど
と
の
災
害
時
応
援
協
定

の
締
結
、「
防
災
マ
ッ
プ
」、「
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」の
作
成
な

ど
市
の
防
災
体
制
と
市
民
の
皆
さ

ん
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
災
害
時
の
情
報
伝

達
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
市
の
広

報
車
に
よ
る
巡
回
や
有
線
放
送
、

既
存
の
防
災
行
政
無
線
に
加
え
、

携
帯
電
話
へ
の
メ
ー
ル
配
信
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
す

べ
て
の
市
民
に
等
し
く
同
時
に
情

報
を
伝
達
で
き
て
い
る
と
は
言
い

切
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
い

ち
早
く
正
確
な
情
報
を
的
確
に
提

供
す
る
た
め
、
平
成
19
・
20
年
度

の
2
か
年
計
画
で「
湖
南
市
防
災

行
政
無
線
整
備
工
事（
デ
ジ
タ
ル
・

同
報
系
）」を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
整
備
工
事
は
、
屋
外
に
大

型
拡
声
器
を
設
置
す
る
も
の
で
、

工
事
中
は
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

■
工
事
期
間

平
成
19
年
10
月
〜
平
成
20
年
10

月
■
工
事
内
容

・�

屋
外
拡
声
子
局
を
区
集
会
所
、

市
公
民
館
、
会
館
、
児
童
遊

園
、
公
園
、
小
・
中
学
校
、
市

有
地
な
ど
86
か
所
に
設
置
し
ま

す（
平
成
19
年
度
25
か
所
、
平

成
20
年
度
61
か
所
）。

　地域での災害に対する心構えや備えを十分にし、災害対応技術の向
上を図ることを目的として滋賀県総合防災訓練を実施します。
　市内では土砂災害救出救助訓練やＢＣ（生物・化学剤）災害対応訓練
を野洲川親水公園で、自治会・ふるさと防災チーム主体による住民避
難訓練を石部防災センターとサンヒルズ甲西でそれぞれ行います。
　また、親水公園では、各訓練参加機関による防災機器・車両の展示
や体験ができるＰＲコーナーも設置されます。
　この機会にぜひ見学や体験をして、防災意識を高めましょう。

■問い合わせ先　安心安全課〔東庁舎〕　�71◦2311　�72◦2000

賀県総合防災訓練滋

※�

屋
外
拡
声
子
局
は
、
高
さ
14
ｍ

の
柱
に
ス
ピ
ー
カ
ー
、
ア
ン
テ

ナ
を
取
り
付
け
た
も
の
で
親
局

（
市
役
所
東
庁
舎
）か
ら
の
放
送

を
デ
ジ
タ
ル
無
線
で
受
信
し
、

雑
音
の
少
な
い
ク
リ
ア
な
音
声

で
拡
声
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送

を
流
し
ま
す
。

・�

戸
別
受
信
機
を
避
難
収
容
施

設
、
区
・
自
治
会
集
会
所
、
聴

覚
障
が
い
者
宅
な
ど
に
設
置
し

ま
す
。

■
放
送
内
容

・
非
常
時〔
臨
時
放
送
〕

地
震
情
報
、
気
象
情
報
、
避
難

情
報
、
突
発
事
故（
停
電
、
交

通
機
関
）情
報

・
平
常
時

試
験
放
送（
電
波
の
発
信
試

験
）、
定
時
に
チ
ャ
イ
ム
を
吹

鳴
■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
心
安
全
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
1
1

�
72
◦
2
0
0
0

　訓練当日の会場周辺では、ヘ
リコプターの騒音や訓練車両の
サイレン、道路の一時的な混雑
などでご迷惑をおかけしますが、
ご理解をお願いします。

9月2日（日）実施

防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
ま
す
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「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
震
源

に
近
い
観
測
点
で
地
震
を
検
知
し

て
、
直
ち
に
震
源
や
地
震
の
規
模

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）な
ど
を
推
定

し
、
大
き
な
揺
れ
が
迫
っ
て
い
る

こ
と
を
知
ら
せ
る
情
報
で
す
。
こ

の
情
報
を
聞
い
て
、
大
き
な
揺
れ

が
始
ま
る
前
に
防
災
行
動
を
と
る

こ
と
に
よ
り
、
地
震
被
害
の
軽
減

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
情
報
の
提
供
か
ら
大

き
な
揺
れ
が
始
ま
る
ま
で
は
、
長

い
場
合
で
も
数
十
秒
程
度
で
あ

り
、
震
源
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、

情
報
の
提
供
が
主
要
動
※

の
到
達

に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
な

ど
緊
急
地
震
速
報
に
は
、
技
術
的

な
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

10
月
に
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

な
ど
に
よ
る
放
送
を
含
め
、
広
く

皆
さ
ん
へ
の
提
供
を
開
始
す
る
予

定
で
す
が
、
緊
急
地
震
速
報
を
被

害
の
防
止
や
軽
減
に
有
効
に
活
用

す
る
に
は「
利
用
の
心
得
」
を
理

解
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
緊
急
地
震
速
報
」
の
し
く
み

や「
利
用
の
心
得
」
な
ど
詳
し
く

は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※�

主
要
動
…
地
震
の
揺
れ
の
な
か

で
も
人
体
に
最
も
強
く
感
じ
ら

れ
る
部
分

■
問
い
合
わ
せ
先

彦
根
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

�
0
7
4
9
◦
22
◦
6
1
4
2

�
0
7
4
9
◦
23
◦
3
8
6
4

http://w
w
w
.osaka-jm

a.go.jp/
hikone/index.htm

l

緊
急
地
震
速
報

　
　

こ
の
秋
ス
タ
ー
ト

花火による火災の防止
　本格的な夏を迎え、家族そ
ろって花火を楽しむ季節がやっ
てきました。しかし、気軽に楽
しめる花火も、取り扱いを誤る
と火事ややけどなどの事故につ
ながりかねません。
　特に、子どもたちだけで花火
をするのは大変危険です。好奇
心旺

お う

盛
せ い

な子どもたちが、花火か
ら火薬を取り出したり、一度に
たくさんの花火に火をつけたた
め火災になった事例も報告され
ています。
　子どもの火遊びによる火災は
大人がいないときや人目につき

にくい場所で発
生することが多
く、このために
発見が遅れ、初
期消火が困難に
なり、火災が大きくなることが
あります。
　子どもの火遊びで「まさか」
ということがないためにも、日
ごろから子どもたちに火の大
切さ、火災の恐ろしさを理解し
てもらうことが大切です。
　夏休み中にもう一度、火の取
り扱いや火災予防について家
族で話し合いましょう。

湖南市防災マップ記載事
項の訂正について
　6月から7月にかけて配布した
湖南市防災マップの記載事項に
誤字がありました。訂正してお
詫びします。

【表面】
・�Chapter１
　非常持出品を揃えましょう
　〔その他の装備〕
　　『消化器』→『消火器』
・Chapter３
　あわてず確実に
　〔地震発生！！〕
　　屋内でもくつを『吐きます』
　　→『履きます』
【裏面地図】
●情報通信拠点
　２市役所西庁舎の電話番号
　　『77◦3102』→『77◦3101』

■問い合わせ先
　甲賀広域行政組合湖南中央消防署　�72◦0119　�72◦7737
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�

基
本
契
約
が
結
ば
れ
る

　

平
成
14
年
４
月
25
日
、滋
賀
県
・

栗
東
市
・
促
進
協
議
会
・
Ｊ
Ｒ
東

海
の
四
者
で
東
海
道
新
幹
線（
仮

称
）び
わ
こ
栗
東
駅
設
置
に
か
か

る「
基
本
協
定
書
」
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
協
定
で
は
、
①
東
京

か
ら
４
５
２
㎞
の
付
近
に
２
面
５

線
、
16
両
対
応
の
駅
を
新
設
す

る
②
建
設
時
期
は
栗
東
新
都
心
土

地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
、
新
駅

設
置
工
事
に
要
す
る
費
用
の
確
保

な
ど
を
前
提
に
Ｊ
Ｒ
東
海
が
決
定

す
る
③
工
事
は
仮
線
工
法
に
よ
り

施
工
す
る
④
竣
工
後
の
鉄
道
施

設
の
所
有
お
よ
び
保
守
管
理
は
Ｊ

Ｒ
東
海
と
す
る
⑤
新
駅
設
置
に
必

要
な
用
地
は
栗
東
市
が
確
保
し
Ｊ

Ｒ
東
海
に
無
償
譲
渡
す
る
⑥
交
通

広
場
、
ア
ク
セ
ス
道
路
、
そ
の
ほ

か
新
駅
設
置
に
必
要
な
公
共
施
設

は
、
新
駅
開
業
ま
で
に
栗
東
市
が

整
備
す
る
こ
と
な
ど
が
取
り
決
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
８
月
の
促
進
協
議
会

総
会
で
は
、
地
理
的
条
件
を
理
由

に
志
賀
町
が
脱
退
し
、
４
市
９
町

８
経
済
団
体
に
よ
る
構
成
に
な

る
と
と
も
に「
新
幹
線
新
駅
整
備

の
波
及
効
果
と
地
域
整
備
戦
略

の
調
査
」を
行
う
こ
と
が
決
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
年
の
９
月
県
議
会
で
当

時
の
県
土
木
交
通
部
長
は
、「
非

常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
新
駅
が
設
置
さ
れ
た
後

は
、
経
済
効
果
な
ど
の
恩
恵
を
将

来
に
わ
た
っ
て
受
け
続
け
る
こ

と
が
で
き
、
本
県
の
21
世
紀
を
支

え
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
先
導
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

時
期
を
失
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
、
よ
り
積
極
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
」と

答
弁
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
後
、
調
査
が
進
め
ら
れ
る

一
方
、
翌
15
年
９
月
の
促
進
協
議

会
総
会
で
、
設
置
費
の
負
担
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
協
議
・
検
討

を
行
う
た
め
関
係
市
町
長
な
ど

で
構
成
す
る『
調
整
会
議
』
の
設

置
が
決
定
さ
れ
、
ほ
か
の
請
願

駅
を
例
と
し
て
県
80
億
円
、
促

進
協
議
会
80
億
円
、
栗
東
市
80

億
円
に
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
年
の
11
月
に
は
大
津
市

長
選
挙
が
行
わ
れ
、
目
片
新
市

長
は「
大
津
市
内
か
ら
は
京
都
駅

が
近
く
、
市
民
の
新
駅
利
用
は

あ
ま
り
見
込
め
な
い
。
費
用
対

効
果
か
ら
考
え
て
も
、
新
駅
を

設
置
す
べ
き
か
ど
う
か
も
う
一

度
考
え
る
べ
き
だ
」と
し
て
促
進

協
議
会
か
ら
の
脱
退
を
示
唆
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
開
か
れ
た
調
整
会
議

で
、
市
町
村
合
併
と
そ
れ
に
伴

う
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
負
担
調
整
を
１
年
間
延

期
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
８
月
の
促
進
協
議

会
総
会
で
は
２
年
に
わ
た
る
調

査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
る
と
と

も
に
、
大
津
市
の
脱
退
を
留
保

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　

�

負
担
額
の
調
整

　

10
月
１
日
の
市
町
村
合
併
で

３
市
が
新
た
に
誕
生
し
た
こ
と

か
ら
、
促
進
協
議
会
は
県
・
７
市
・

７
経
済
団
体
の
構
成
と
な
り
ま

し
た
。

　

３
市
の
市
長
選
後
の
11
月
に

開
か
れ
た
関
係
市
長
協
議
で
負

担
額
の
年
度
内
調
整
が
合
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

翌
17
年
３
月
14
日
に
、
概
算

事
業
費
２
４
０
億
円
か
ら
栗
東
市

の
都
市
計
画
道
路
事
業
費
6
・
０

７
億
円
を
除
い
た
2
3
3
・
９
３

億
円
を
負
担
調
整
の
ベ
ー
ス
と
し

て
、
①
県
は
地
元
が
負
担
す
べ
き

金
額
の
1
／
２
を
負
担
す
る
②
新

駅
設
置
事
業
費
の
う
ち「
属
地
に

関
す
る
特
殊
事
情（
仮
線
、
変
電

所
お
よ
び
中
間
セ
ク
シ
ョ
ン
に
か

か
る
経
費
）」
に
関
す
る
事
業
費

は
、
関
係
市
の
負
担
分
か
ら
切
り

離
し（
上
下
分
離
）、
県
と
栗
東
市

が
折
半
す
る
③
基
本
的
な
駅
舎
な

ど
の
工
事
費
の
う
ち
、
栗
東
市
が

１
／
３
（
寄
付
を
含
む
）、
関
係

５
市
と
大
津
市
が
１
／
６
を
負
担

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
滋
賀
県
が
1
1
6

億
9
千
7
0
0
万
円
、
栗
東
市

が
1
0
0
億
9
千
4
0
0
万
円
、

草
津
市
が
5
億
3
千
8
0
0
万

円
、
守
山
市
が
3
億
7
千
7
0
0

万
円
、
甲
賀
市
が
４
億
２
千
５
０

０
万
円
、
野
洲
市
が
2
億
6
千

9
0
0
万
円
、湖
南
市
が
3
億
円
、

大
津
市
が
3
億
円（
観
光
事
業
協

力
金
と
し
て
）と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
２
月
県
議
会
で

國
松
前
知
事
は
、「
税
収
効
果
は

開
業
後
10
年
の
時
点
で
、
県
税
収

入
だ
け
で
も
単
年
度
で
約
47
億
円

と
試
算
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、県
が
新
駅
に
投
入
し
た
額
は
、

開
業
後
10
年
を
待
た
ず
に
回
収
で

き
る
と
の
試
算
が
さ
れ
て
お
り
、

企
業
立
地
や
観
光
誘
致
な
ど
を
通

じ
、
負
担
し
た
費
用
を
大
き
く
上

回
る
経
済
効
果
や
税
収
効
果
を
将

来
に
わ
た
り
永
続
的
に
受
け
る
有

効
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と
考

え
ま
す
」と
答
弁
し
、
新
駅
は
建

設
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
ま
し

た
。�

《
次
回
へ
続
く
》

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室　

�

�
71
◦
2
3
1
4

�

�
72
◦
1
4
6
7

新
幹
線
新
駅
問
題

告報
シ
リ
ー
ズ

〈第二回〉

工事費の地元費用負担調整額の合意内容

※特殊要因：仮線、変電所および中間セクションにかかる工事費

滋賀県
66.18億円

1／2

栗東市
34.08億円

1／3

   関係
   ５市
22.09億円

大
津
市

寄
付
10
億
円

駅舎　132.35億円

滋賀県
50.79億円

1／2

栗東市
50.79億円

1／2

特殊要因　101.58億円
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先
月
8
日
、
石
部
西
二
丁
目
に

里
山
し
ょ
う
ら
い
公
園
が
開
園
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
月
は「
都

市
公
園
」に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　

都
市
公
園
と
は
、
都
市
公
園
法

に
設
置
や
管
理
に
関
す
る
基
準
な

ど
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
自
治
体

や
国
が
設
置
す
る
都
市
計
画
施
設

で
あ
る
公
園
や
緑
地
な
ど
を
い
い

ま
す
。
市
内
で
は
、
に
ご
り
池
自

然
公
園
や
高
松
公
園
、
菩
提
寺
公

園
、
夏
見
公
園
、
下
田
公
園
、
十

禅
寺
緑
地
公
園
、
田
代
が
池
公
園
、

吉
姫
公
園
な
ど
22
か
所
が
数
え
ら

れ
ま
す
。

　

22
番
目
と
な
る
里
山
し
ょ
う
ら

い
公
園
は
、
松
籟
山
と
宮
川
の
自

然
環
境
を
利
用
し
、
市
民
の
憩

い
の
場
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る

よ
う
に
計
画
段
階
か
ら
住
民
の
意

見
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
完
成

後
の
公
園
管
理
も
地
元
石
部
西
区

で
担
っ
て
い
た
だ
く
徹
底
し
た
市

民
主
体
の
公
園
整
備
と
な
り
ま
し

た
。
足
つ
ぼ
刺
激
が
可
能
な
健
康

廊
下
や
健
康
器
具
な
ど
も
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
の
で
、
健
康
向
上
に
も

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
市
内
最
大
の
都
市

公
園
で
あ
る
野
洲
川
親
水
公
園
で

は
、
今
月
4
日
に
第
3
回
湖
南
市

夏
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
す
。
国
籍

に
関
係
な
く
支
え
あ
う
多
文
化
共

生
の
観
点
か
ら
、
今
年
も
サ
ン
バ

や
江
州
音
頭
、
そ
れ
に
大
花
火
大

会
な
ど
多
彩
な
催
し
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
25
日
か
ら
3
日
間
の
日

程
で
日
本
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

第
13
回
フ
ァ
イ
ナ
ル
滋
賀
・
湖
南

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
か

ら
は
文
部
科
学
大
臣
杯
が
授
与
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
参
加
チ
ー
ム

も
全
国
か
ら
集
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
遠
目
に
は
高
校
球
児
と
見

間
違
う
よ
う
な
シ
ニ
ア
の
ハ
ッ
ス

ル
プ
レ
ー
に
声
援
と
拍
手
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
に
も

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
都
市
公
園

の
管
理
に
、
今
後
は
ぜ
ひ
と
も
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
て
、
今
月
の
レ
ポ
ー
ト
を

終
わ
り
ま
す
。

Report
ま
ち
づ
く
り

最
前
線
レ
ポ
ー
ト

谷
畑
市
長
の

No.11

　湖南市・甲賀市の地域で活動を始めたい
と考えている人に、実際の地域活動に参画
していくためのきっかけづくりとなるよう、
実施している『みんなでやろう！鹿

か

深
ふ か

の地
域づくり 』事業。
　今年度は、市民の皆さんと市民活動団体
をつなぐ交流会を開催し、講演や地域のさ
まざまな市民活動団体の紹介を企画してい
ます。
　その後、来年２月までに７日間ほど「市
民活動の体験実習 」を重ね、最後に「市民活
動報告会 」を行います。
　皆さんの参画をお待ちしています。

〈交流会〉
■�日時　８月25日（土） 午後１時30分〜
■�場所　サントピア水口（甲賀市水口町）
■�対象　湖南市、甲賀市に在住、在勤、在

学または両市で社会貢献活動などに参加
している人

※ 交流会に参加を希望する人は、８月17日
（金）までに申し込んでください。
■問い合わせ先
　滋賀県南部振興局地域振興課
　�077◦567◦5403　�077◦564◦3934

http://www.pref.shiga.jp/kusatsu-pbo/
chiikishinkou/

　市は、今後のまちづくりでの連携を深めるため、滋
賀大学との協力協定を結びました。
　７月13日に行われた調印式には、成瀬龍夫学長、谷
畑英吾市長らが出席。成瀬学長と谷畑市長が協定書を
交換し、握手を交わしました。

　今後は、学校教育・
生涯学習、文化・産
業の振興、地域の活
性化に関する事業な
どについて滋賀大学
の知識・資産を生か
した具現策を検討し
ていきます。

■問い合わせ先　政策秘書課　�71◦2314　�72◦1467

じゅらくの里に５匹の鯉
　６月８日、冨田和彦
さん（石部南）からじゅ
らくの里の大池へ、体
長50 ～ 60㎝の錦鯉と
ドイツ鯉合わせて５匹
をいただきました。
　みんなでいたずらな
どをせず大切に飼いま
しょう。

滋賀大学と協定を締結
相互の発展へ知恵と実践を 地域づくりの輪を広げてみませんか

みんなでやろう！
鹿深の地域づくり

参加費
無料
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年
税
額
の
計
算

　

国
保
税
は
、
4
月
か
ら
翌
年
3

月
ま
で
を
年
度
と
し
て
世
帯
単
位

で
計
算
し
、「
医
療
分
」と「
介
護

分
」の
合
算
額（
年
税
額
）が
世
帯

主
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

年
税
額
は
医
療
分
・
介
護
分
と

も
に「
所
得
割
」「
資
産
割
」「
均

等
割
」「
平
等
割
」
の
4
種
類
か

ら
構
成
さ
れ
、
世
帯
内
の
国
保
加

入
者
の
前
年
の
所
得
額
や
加
入
者

数
な
ど
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
ま

す
。

　

な
お
、
年
度
途
中
に
資
格
取

得
・
喪
失
し
た
場
合
は
月
割
で
計

算
さ
れ
ま
す
。

※�「
介
護
分
」
は
介
護
保
険
第
2

号
被
保
険
者（
40
〜
64
歳
の
人
）

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

国
保
加
入
者
お
よ
び
世
帯
主
の

所
得
額
に
応
じ
て
税
額
の
軽
減

制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

前
年
中
の
所
得
が
な
い
場
合
で

も
、
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な

い
と
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
課
税
限
度
額
が
改
正
さ
れ

ま
し
た

　

国
保
税
に
は
、
医
療
分
と
介
護

分
そ
れ
ぞ
れ
に
課
税
限
度
額（
1

年
間
の
最
高
税
額
）が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
平
成
19
年
度
か
ら

医
療
分
の
課
税
限
度
額
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

  

医
療
分

　

平
成
18
年
度　

53
万
円

　
　
　
　
　
　

↓

　

平
成
19
年
度　

56
万
円

  

介
護
分

　

平
成
18
年
度　

9
万
円

　
　
　
　
　
　

↓

　

平
成
19
年
度　

変
更
な
し

納
付
回
数
と
納
付
月

　

国
保
税
は
、
7
月
を
除
く
11

回
に
分
け
て
年
税
額
を
納
付
し
ま

す
。

　

最
初
の
3
回（
1
期
〜
3
期
）は

4
月
に
お
知
ら
せ
し
た
暫
定
税
額

を
、
4
回
目
以
降（
4
期
〜
11
期
）

は
年
税
額
か
ら
暫
定
税
額
を
差
し

引
い
た
残
り
の
額
を
8
回
に
分
け

て
納
付
し
ま
す
。

※�

年
度
途
中
に
資
格
を
取
得
し
た

場
合
は
、
残
っ
て
い
る
期
別
で

加
入
月
分
を
納
付
し
ま
す
。

※�

年
度
途
中
に
資
格
を
喪
失
し
た

場
合
は
、
月
割
で
精
算
さ
れ
ま

す
。
資
格
喪
失
後
の
期
別
も
納

付
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。

届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

　

湖
南
市
に
転
入
し
た
と
き
や
、

ほ
か
の
健
康
保
険
か
ら
脱
退
し
た

と
き
な
ど
は
、
す
み
や
か
に
市
役

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
保
税
は
、
届
け
出
た
と
き
か

ら
で
は
な
く
、
資
格
を
得
た
と
き

（
ほ
か
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た

と
き
や
転
入
し
た
と
き
な
ど
）か

ら
税
額
が
計
算
さ
れ
る
の
で
、
届

け
出
が
遅
れ
る
と
さ
か
の
ぼ
っ
て

国
保
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

転
出
し
た
と
き
や
、
ほ
か
の
健

康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
も
届
け

出
が
必
要
で
す
。

　

国
保
税
は
、
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
と
と
も
に
国
民
健
康
保
険
の

運
営
を
支
え
る
貴
重
な
財
源
で

す
。
納
税
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
２
３
１
９

�
72
◦
2
4
6
0

　

平
成
18
年
分
の
所
得
金
額
と
平
成
19
年
度
の
固
定
資
産
税
額
を
も
と

に
、
平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
年
税
額
を
決
定
し
ま
し
た
。
8

月
中
ご
ろ
に
世
帯
主
あ
て
に「
平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通

知
書
」を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
期別 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期 11期

税額
前年度年税額相
当分の11分の１
ずつを納付

－
8月に確定した年税額から暫定税額（1～3期分）
を差し引いた残額の8分の1 ずつを納付（1,000
円未満の端数は4期で納付します）

※�納期限は各月の月末です（12月のみ25日）。ただし、金融機関が休みの場合は翌営業日。
※�納税には便利な口座振替もご利用できます。申込用紙は市役所・各出張所にあります。

＋ ＋ ＋ ＝ 医療分合計

＋ ＋ 7,200円×
対象者数 ＋ ＝ 介護分合計

※国保加入者のうち40～64歳の人のみが対象

医療分合計 ＋ 介護分合計 ＝

国保加入者の固定資産税額×
20％の合計

対象者の固定資産税額×
５％の合計

所得割

医療分

介護分 （前年中の所得額-33万円）×
1.1％の対象者分の合計

（前年中の所得額-33万円）×
6％の国保加入者分の合計

資産割

23,800円×
国保加入者数

均等割 平等割

１世帯につき
25,000円

１世帯につき
5,000円

年税額
（4月～翌年3月まで加入した場合の12か月分の税額）

平
成
19
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
を
決
定
し
ま
し
た
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10
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分

ま
で
を
口
座
振
替
に
す
る

と
９
６
０
円
お
得
で
す

　

10
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま

で
の
６
か
月
分
の
国
民
年
金
保
険

料
を
口
座
振
替
で
ま
と
め
て
納
付

（
６
か
月
前
納
）す
る
と
、
保
険
料

が
８
万
３
千
６
４
０
円
と
な
り
、

毎
月
１
万
４
千
１
０
０
円
を
納
付

す
る
よ
り
も
９
６
０
円
お
得
に
な

り
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
希
望

す
る
金
融
機
関
ま
た
は
草
津
社
会

保
険
事
務
所
で
行
っ
て
く
だ
さ

い（
郵
便
局
を
希
望
す
る
場
合
は
、

郵
便
局
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
）。

　

現
在
、
口
座
振
替
に
よ
っ
て
毎

月
納
付
し
て
い
る
人
が
、
口
座
振

替
に
よ
る
６
か
月
前
納
を
希
望
す

る
場
合
は
、
振
替
方
法
の
変
更
手

続
き
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

手
続
き
を
行
っ
て
か
ら
引
き
落

と
し
ま
で
に
２
か
月
近
く
か
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込

み
は
８
月
末
ま
で
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

一
部
納
付
の
承
認
を
受
け

た
人
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
納

付（
一
部
免
除
）制
度（
４
分
の
１

納
付
・
半
額
納
付
・
４
分
の
３
納

付
）は
、
保
険
料
の
一
部
を
納
付

す
る
こ
と
に
よ
り
、
残
り
の
保
険

料
の
納
付
が
免
除
と
な
る
制
度
で

す
。
承
認
を
受
け
た
人
が
、
残
り

の
一
部
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た

場
合
は
未
納
期
間
と
同
じ
扱
い
と

な
り
、
将
来
支
給
さ
れ
る
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要

な
期
間（
受
給
資
格
期
間
）に
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
老
齢

基
礎
年
金
は
も
と
よ
り
、
け
が
や

病
気
で
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。必
ず
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
期
限
は
、
通
常
の

保
険
料
と
同
じ
翌
月
末
で
す
。
手

元
に
納
付
書
が
な
い
人
は
草
津
社

会
保
険
事
務
所
国
民
年
金
業
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・�

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
こ

と草
津
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年

金
業
務
課

�
０
７
７
◦
５
６
７
◦
２
２
２
０

・�

年
金
給
付
、
年
金
相
談
に
関
す

る
こ
と

草
津
社
会
保
険
事
務
所
年
金
給

付
課

�
０
７
７
◦
５
６
７
◦
１
３
１
１

�
０
７
７
◦
５
６
２
◦
9
6
3
8

年
金
相
談
を
予
約
制
で
実

施
し
て
い
ま
す

　

予
約
専
用
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
希
望
日
の
１
か
月
前

か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。な
お
、

予
約
相
談
窓
口
に
は
限
り
が
あ

り
、
混
雑
時
に
は
相
談
日
時
を
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

〔
予
約
専
用
電
話
〕

�
０
７
７
◦
５
６
７
◦
１
３
８
３

■
受
付
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※�

こ
の
電
話
で
は
予
約
以
外
の
用

件
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

草
津
社
会
保
険
事
務
所

年
金
記
録
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す

　

年
金
記
録
に
関
す
る
相
談
は
、

記
録
照
会
専
用
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル「
ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ

ル
」
で
、
24
時
間
、
土
日
・
祝
日

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
照
会
の
あ
っ
た
年
金
記

録
に
つ
い
て
は
個
人
情
報
保
護
に

基
づ
く
た
め
、
電
話
で
回
答
が
で

き
な
い
場
合
は
、「
後
日
お
答
え

方
式
」に
よ
り
年
金
記
録
が
記
載

さ
れ
た
回
答
票
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※「
後
日
お
答
え
方
式
」

　

年
金
加
入
記
録
に
つ
い
て
の
相

談
に
迅
速
に
答
え
ら
れ
る
よ
う

「
ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

を
開
設
し
、
そ
の
場
で
回
答
し
て

い
ま
し
た
が
、
電
話
が
き
わ
め
て

つ
な
が
り
に
く
い
状
態
と
な
り
、

皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
相
談
を
い
ち
早
く

電
話
応
対
に
つ
な
げ
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
基
本
的
情
報（
基
礎
年
金

番
号
、
氏
名
な
ど
）を
お
聞
き
し
、

後
日
郵
送
に
よ
り
回
答
票
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

○
ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
１
２
０
◦
６
５
７
８
３
０

※�

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
利

用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

で
は
、
年
金
記
録
の
相
談
や
そ
れ

以
外
の
相
談
に
つ
い
て
も
お
電
話

で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

○
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０
◦
05
◦
１
１
６
５

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

�
03
◦
６
７
０
０
◦
１
１
６
５

■
受
付
時
間

・�

月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

※�

月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の
場

合
は
火
曜
日
）は
午
後
７
時
ま

で
・�

第
２
土
曜
日
は
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
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身
体
障
害
者
相
談
員
お
よ
び
知

的
障
害
者
相
談
員
は
、
障
が
い
の

あ
る
人
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
本

人
や
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

関
係
機
関
と
の
連
携
や
障
が
い
の

あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
に
つ

身
体
障
害
者
相
談
員

知
的
障
害
者
相
談
員 堤

つつみ

　健
けん

一
いち

さん
（柑子袋）

武
たけ

村
むら

敏
とし

彦
ひこ

さん
（岩根）

花
はな

田
だ

義
よし

孝
たか

さん
（石部中央）

井
い

田
だ

裕
ゆう

司
じ

さん
（宝来坂）

中
なか

森
もり

志
し

津
ず

子
こ

さん
（柑子袋）

古
ふる

岡
おか

裕
あつ

子
こ

さん
（下田）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
6
4

�
72
◦
3
7
8
8

い
て
地
域
の
理
解
を
促
進
す
る
た

め
、
滋
賀
県
知
事
か
ら
委
託
を
受

け
て
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
不
安
や
困
っ
た
こ
と

な
ど
、
身
近
な
相
談
員
さ
ん
に
相

談
く
だ
さ
い
。

身体障害者相談員
知的障害者相談員を　  　   します紹介

　

現
在
お
持
ち
の
受
給
券
は
10
月
１
日

以
降
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

10
月
ま
で
に
新
し
い
受
給
券
を
送
付
し

ま
す
。
更
新
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

所
得
制
限
や
未
申
請
の
た
め
受
給
券

を
お
持
ち
で
な
い
人
に
は
、
交
付
申
請

書
類
を
送
付
し
ま
す
。
申
請
後
、
内
容

を
確
認
し
、
受
給
券
を
送
付
し
ま
す
。

乳
幼
児
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の

主
な
内
容

　

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
0
歳
か

ら
小
学
校
入
学
前（
6
歳
に
達
し
た
後
の

最
初
の
3
月
31
日
）ま
で
の
子
ど
も
を
対

象
に
、
保
険
医
療
の
自
己
負
担
分
か
ら

自
己
負
担
金
を
除
い
た
分
を
福
祉
医
療

で
助
成
し
ま
す
。

　

自
己
負
担
金
は
、
通
院（
外
来
）の
場

合
、
１
か
月
１
診
療
報
酬
明
細
書（
レ

セ
プ
ト
）当
た
り
5
0
0
円
。
入
院
の
場

合
、
１
日
当
た
り
1,
0
0
0
円（
月
額

1
4,
0
0
0
円
が
上
限
）で
す
。

　

10
月
か
ら
所
得
制
限
は
な
く
な
り
ま

す
。

乳
幼
児
の
福
祉
医
療
費
受
給
券

　

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年
現
況
届
お

よ
び
所
得
状
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
提
出
が
遅
れ
た
り
、
手

続
き
を
行
わ
な
か
っ
た
り
す
る
と
手
当

の
支
給
が
遅
れ
た
り
、
支
給
で
き
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

児
童
扶
養
手
当
は
母
子
家
庭
な
ど
が

対
象
の
手
当
で
す
。

■
提
出
期
間　

○
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

　

8
月
1
日（
水
）〜
31
日（
金
）

○�

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

8
月
13
日（
月
）〜
9
月
10
日（
月
）

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
2
8　

�
72
◦
3
7
8
8

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
年
金
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
２
３
２
４　

�
72
◦
2
4
6
0

　

市
民
生
活
課〔
西
庁
舎
〕

�
77
◦
７
０
１
５　

�
77
◦
7
0
0
9

忘れずに提出しましょう 交付・更新します
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テ
レ
ビ
の
通
販
番
組
を
見
て

健
康
食
品
を
購
入
し
た
と
こ

ろ
、
１
か
月
後
に
ま
た
同
じ
健

康
食
品
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
解

約
し
た
い
の
で
す
が
…

　

1
日
中
放
送
し
て
い
る
チ
ャ
ン

ネ
ル
も
あ
り
利
用
者
も
多
い
と
い
わ

れ
て
い
る
通
販
番
組
。
し
か
し
、
テ

レ
ビ
と
い
う
性
格
上
、
決
ま
っ
た
時

間
内
に
流
さ
れ
る
情
報
に
は
限
り
が

あ
り
、
受
け
取
る
側
も
流
さ
れ
た
情

報
を
す
べ
て
正
確
に
受
け
取
れ
て
い

る
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
番
組
中

は
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
こ
と

や
、
時
間
が
経
つ
と
商
品
名
や
価
格
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
、
通
販
会
社
名
な
ど
を

正
確
に
覚
え
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
危
険
な
要
素
が
あ
り

な
が
ら
、
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販

売
と
は
違
っ
て
、
自
分
の
意
思
で
契

約
を
申
し
出
て
い
る
た
め
、
基
本
的

に
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

相
談
１
の
場
合
、
テ
レ
ビ
通
販
に

慣
れ
て
い
て
今
ま
で
通
り
単
品
で
購

入
し
た
つ
も
り
で
い
て
、
継
続
契
約

を
し
て
い
た
の
に
気
付
か
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
同
包
さ
れ
て
い
た
書
類

な
ど
に
も
必
ず
目
を
通
す
よ
う
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

　

電
話
勧
誘
で
、「
便
秘
を
な

く
し
体
質
改
善
し
て
目
標
体

重
を
実
現
し
ま
す
」と
言
わ
れ

ま
し
た
。
断
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

3
回
目
の
電
話
で
半
年
分
の
健
康
食

品
を
購
入
し
ま
し
た
。
指
示
通
り
服

用
し
ま
し
た
が
や
せ
な
い
の
で
、
返

金
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
…

　
「
健
康
食
品
を
服
用
す
れ
ば
○
○

に
効
く
」
な
ど
あ
た
か
も
薬
で
あ
る

か
の
よ
う
に
広
告
す
る
こ
と
は
薬
事

法
違
反
で
す
。
ま
た
一
度
断
っ
た
消

費
者
に
再
度
電
話
を
か
け
て
勧
誘
す

る
こ
と
は
、
特
定
商
取
引
に
関
す
る

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
違
反
は
事
業
者
が
処

分
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、

た
だ
ち
に
契
約
の
解
除
や
返
金
と
い

う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

勧
誘
行
為
の
な
か
で
薬
事
法
違
反

の
疑
い
の
あ
る
文
言
を
信
じ
て
契
約

し
た
と
い
う
経
緯
を
主
張
し
、
不
実

告
知
に
よ
る
交
渉
を
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
で
も
、
契

約
書
面
上
に
不
備
が
な
け
れ
ば
、
電

話
で
の「
言
っ
た
」「
言
わ
な
い
」
の

み
が
争
点
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
ま

た
商
品
が
消
費
さ
れ
手
元
に
残
っ
て

い
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
粘
り
強

い
交
渉
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
覚
悟

し
て
く
だ
さ
い
。

　

解
約
に
は
労
力
が
要
る
こ
と
を
心

に
留
め
、
安
易
な
契
約
は
慎
ん
で
く

だ
さ
い
。

相談 1

■問い合わせ先　安心安全課消費生活相談窓口〔東庁舎〕  �71◦2360

消費者
悩みの相談室

相談 ２

健
康
食
品
を
解
約
し
た
い

　赤ちゃんや小さい子どもは、のどが渇いたことを上手
に伝えることができず、また水分が不足していることも
自分では分かりません。お父さん、お母さんなど周りの
大人が水分補給に気をつけてあげてくださいね。

健康　　知識豆健康　　知識豆

子どもの上手な水分補給

知っ
て得する

健康政策課　�72◦4008　�72◦1481
保健福祉課　�77◦7008　�77◦7019

人間の体には“水”がいっぱい！！
　わたしたち人間の体の60 〜 70％は水分です。小さ
な子どもほど水分の割合が増え、新生児は80％近く
が水分です。
　この水分は、血液や細胞の間に入っている体液と
して蓄えられ、上がりすぎた体温を下げるため、汗
をかいて皮膚から熱を奪って体を冷やしたり、体の
中の不要な物質をおしっこや汗として体外に出した
り、大切な役割をしています。
　このためには、体液がいつも一定の量・濃度になっ
ていることが必要で、おしっこや汗で体から失われ
た水分を補う水分補給が大切なのです。

夏になりやすい水分不足〈脱水症〉
　水分が不足しはじめると、のどが渇く、おしっこ
の量が減るといった症状が現れ、さらに進むと、頭痛、
めまい、吐き気、倦怠感が現れてきます。汗が出な
いため、皮膚が乾燥し、体温が上昇。意識がなくな
ることもあります。さらに体重の15％以上の水分が
なくなると、命に危険が及ぶ可能性も出てきます。

◇汗をかくときの前後に飲もう
　寝る前・起きてから、風呂に入る前後、運動する前後
にこまめに水やお茶を飲みましょう。

◇一度に大量に飲まない
　一度にたくさん飲むと胃に負担がかかります。一度に
飲む量はコップ１杯程度にしましょう。

◇水かお茶を飲もう
　ジュースは夏ばてを起こしやすいので量に注意し、糖
分の取りすぎにならないよう気をつけてください。また、
イオン飲料は塩分と糖分が水に溶けたものです。ぐった
りしているときや、高熱が出ているときなど体調の悪い
ときの水分補給には適していますが、普段の水分補給は
水かお茶を飲みましょう。牛乳は、消化吸収に時間がか
かり胃腸の負担になるので、水分補給という点では適し
ていません。
　乳幼児健診などで、お茶が苦手な子どもがいることを
保護者からお聞きします。小さいうちからお茶を飲むこ
とを習慣づけましょう。

　夏休みに入り、家族で出かけることも多くなるこ
の時期、車での外出時に注意したいのは車内温度で
す。外気温が32度の日に、車内温度を17度にしエア
コンを切った場合、５分で35度近く、10分たつと40
度を超え、30分後には58度にもなります。
　短い時間でも、子どもを車内に残すことは絶対に
避けましょう。

　暑くなってきました。子どもは本当
によく汗をかきますね。でも、水分を
とりすぎると、夏ばてのようにぐった
り体がだるくなります。今回は、夏をのりきるため
の「子どもの水分補給」について考えます。

水分補給のポイント
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詐
欺
、
脅
迫
な
ど
の
犯
罪
や
交

通
事
故
な
ど
の
被
害
に
遭
い
、
警

察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察

官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ

な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
持
つ

人
の
た
め
に「
検
察
審
査
会
」
が

あ
り
ま
す
。
審
査
の
申
し
立
て
や

相
談
の
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
11
人
の
審

査
員
が
事
件
の
審
査
に
あ
た
り
ま

市内の事故発生状況 （平成19年6月末日現在）

人身事故
発生件数 負傷者数 死者数 物損事故

発生件数

6月の事故状況 27 35 1 128

前年対比 −9 −9 ＋1 −30

本年累計
（1 〜 6月 ） 184 225 4 1,092

前年対比 −4 −13 ＋1 ＋29

コミュニティバス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
ふ
れ

あ
い
号
」「
め
ぐ
る
く
ん
」

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

　

積
極
的
な
ご
利
用
を

　
「
ふ
れ
あ
い
号
」「
め
ぐ
る
く

ん
」は
、
通
勤
・
通
学
や
、
通
院
、

買
い
物
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
大

切
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
18
年
度
の
利
用
者
数
は
、

前
年
と
比
べ
て
約
２
，６
０
０
人

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
菩

提
寺
線（
石
部
駅
ル
ー
ト
）や
下

田
・
石
部
ル
ー
ト
を
新
た
に
運
行

し
た
こ
と
や
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
線
の

運
行
ル
ー
ト
を
利
用
し
や
す
く
再

編
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
と
考
え

ま
す
。

　

し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
に
か
か
る
年
間
事
業
費
を

利
用
者
総
数
で
割
っ
た
利
用
者
一

人
当
た
り
の
一
回
の
運
行
経
費

は
約
３
６
５
円
。
こ
こ
か
ら
利
用

者
の
平
均
負
担
額
１
８
５
円
を
差

し
引
く
と
１
８
０
円
の
赤
字
と
な

り
、
こ
の
赤
字
を
税
金
で
補
て
ん

し
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
積
極
的
に
利

み
ん
な
も
っ
と

用
す
る
こ
と
が
、
よ
り
充
実
し
た

バ
ス
路
線
の
維
持
・
確
保
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

通
勤
・
通
学
や
通
院
、
買
い
物
、

地
域
や
老
人
ク
ラ
ブ
・
子
ど
も
会

の
行
事
な
ど
で
お
出
か
け
の
際

は
、
ぜ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

回
数
券
の
販
売
場
所
に
つ
い
て

　

市
内
の
平
和
堂
各
店（
甲
西
店
、

甲
西
中
央
店
、
石
部
店
、
フ
レ
ン

ド
マ
ー
ト
菩
提
寺
店
）の
サ
ー
ビ

ス
カ
ウ
ン
タ
ー
と
石
部
駅
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
バ
ス
の
回
数
券（
一
般
券
の
み
）

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

安
心
安
全
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
２
３
１
１

�
72
◦
２
0
0
0

ふれあい号 （年間・延べ利用者数）〔単位：人〕
平成１7年度 平成１8年度 増　減

菩 提 寺 線
（甲西駅ルート） 35,970 23,343 ー 12,627

菩 提 寺 線
（石部駅ルート） 0 16,151 ＋16,151

下  田  線
（三雲駅ルート） 107,123 114,065 ＋ 6,942

下  田  線
（甲西駅ルート） 92,592 75,387 ー 17,205

甲 西 南 線 11,663 12,443 ＋ 780
甲 西 南 線

（美松台ルート） 3,167 2,771 ー 396

甲 西 南 線
（医療センタールート） 583 700 ＋ 117

ひばりヶ丘線 18,740 22,582 ＋ 3,842
リハビリ病院線 945 858 ー 87
三雲小学校線 4,857 7,062 ＋ 2,205
花 園 巡 回 線 94 0 ー 94
下田・石部ルート 0 3,106 ＋ 3,106
市役所東西庁舎線 0 50 ＋ 50

計 275,734 278,518 ＋　2,784
めぐるくん

計 109,865 109,743 ー 122
湖南市コミュニティバス全体

計 385,599 388,261 ＋　2,662

平成18年４
月１日から
運行  

平成18年３
月31日まで
運行

平成平成18
年４月１日
から運行

平成18年４
月１日から
ルート再編

青少年か
らの

湖南市青少年育成市民会議

価値観は　親子で違って当たり前
　同じ家族でも考え方まで同じというわけではありませ
ん。お互いの違いを認め、自分の価値観を押しつけずに相
手を理解することが親子のきずなにつながるのでは、と思
います。 甲西高校２年（作成当時）　荒木　菜緒

「夢」
「大切なもの」

テーマ
す
。
審
査
員
は
、
選
挙
権
を
持
っ

て
い
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
無
作
為

に「
く
じ
」
で
選
ば
れ
ま
す
。
審

査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
は
、
国
民

の
代
表
と
し
て
こ
の
仕
事
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

大
津
検
察
審
査
会
事
務
局（
大

津
地
方
裁
判
所
内
）

�
0
7
7
◦
5
2
2
◦
4
2
8
1

検
察
審
査
会
を
ご
存
じ
で
す
か

バ
ス
に
乗
ろ
う
よ
！
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「
近
所
で
野
焼
き
を
し
て
い
て
、
煙
や
臭
い
で
大
変
迷

惑
し
て
い
る
」
と
い
う
苦
情
が
市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
は
も
ち
ろ
ん
、
ド
ラ
ム
缶

や
簡
易
焼
却
炉
に
よ
る
焼
却
、
無
施
設
焼
却
な
ど
は
野
焼

き
と
同
じ
で
す
。
周
り
の
住
民
へ
の
迷
惑
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
な
ど
の
有
害
物
質
の
発
生
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

野
焼
き
は
、
原
則
的
に
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違

反
す
る
と
5
年
以
下
の
懲
役
、
1
千
万
円
以
下
の
罰
金
の

い
ず
れ
か
ま
た
は
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す（
廃
掃
法
第
25

条
第
1
項
第
15
号
）。
ま
た
、
例
外
と
し
て
規
定
さ
れ
た

行
為
で
あ
っ
て
も
、
安
易
に
焼
却
せ
ず
、
周
囲
の
生
活
環

境
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
燃
や
さ
ず
に
ご
み
で
出
そ
う

　

家
庭
か
ら
出
る
燃
え
る
ご
み
や
資
源
ご
み
、
粗
大
ご
み

は
、
決
め
ら
れ
た
日
に
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
分
別
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
野
焼
き
の
例
外

○�

農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却
や
林
業
者
が
行
う

伐
採
し
た
枝
木
の
焼
却
な
ど

○「
ど
ん
と
焼
」な
ど
の
宗
教
上
の
行
事
を
行
う
場
合

○
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
行
う
場
合

○�

た
き
火
な
ど
で
あ
っ
て
周
辺
環
境
に
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
軽
微
な
も
の

※�

特
に
住
宅
地
に
近
い
場
所
な
ど
で
は
煙
や
灰
に
よ
る
苦

情
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
日
常
的
に
行
っ
て
い
る

場
合
に
は
軽
微
と
言
え
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
5
8　

�
72
◦
2
2
0
1

　最近、猫が原因となる苦情やトラブルが増えて
います。地域に２〜３匹の猫がいても、あまり問
題にならないようですが、数が増えるにつれ、問
題が深刻化するケースが多いようです。
　深夜の不快な鳴き声がうるさくて眠れない、庭
にふんをされる、花壇を荒らされる、自家用車や
家の壁に傷や汚れをつけられたなど、その被害は
多岐にわたります。
　被害に遭った人の中には、「猫がいなくなればい
い 」、「捕まえて処分してしまえばいい 」と考える
人もいるでしょう。しかし、「処分 」という手段で
は、本当の意味での問題解決にはなりません。猫
が増える原因を解決せずに猫だけを排除しても、
時間の経過と共に元の状態に戻ってしまいます。

　　いったい猫はどこからやってきた？

　野生生活していた猫が、えさを与えることによっ
て人間社会に移住してきたと思われがちですが、
そうではありません。家庭で飼われていた猫が、
迷子になったり、遺棄されたりして野外生活を送
るようになり、影を潜めて地域に住んでいたもの
が、えさやりによりえさ場に集まり、数が増えた
ことで目立つ存在になったと考えられています。

　　猫問題には地域での取り組みが必要です

　一般に猫の飼養方法は犬と違って人間が完全に
管理する方法ではありません。次のような理由に
より、猫の問題解決については苦慮しています。
・�飼養者が特定できない（えさをもらっているところ
と寝ているところが異なっていることがある）。
・繁殖期に自由に繁殖する。
・しつけが困難。
・飼い猫と野良猫の区別がつかない。

◇屋内で飼養しましょう
　猫は特に広い生活空間は必要としません。サーク
ルを利用するなど室内で飼育し、放し飼いはやめま
しょう。交通事故や屋外で病気に感染する心配もな
く、猫にとって安心・安全です。
　外に連れ出さなければならない場合は、犬と同様
に首輪やリードをつけましょう。
◇避妊・去勢をしましょう
　望まない不幸な命が生まれないだけでなく、猫の
ストレスや病気の発生を抑えます。問題行動も少な
くなることが多いです。

◇�子猫のときから猫専用トイレを使うようにしつ
けましょう

　近所に迷惑をかけることが少なくなります。

◇首輪や迷子札をつけ、飼い主を明示しましょう
　飼い主の責任を明らかにし、近隣への迷惑の防止、
迷子や交通事故の場合の速やかな連絡に役立ちます。

◇�飼い猫には決まった時間に決まった場所でえさ
を与えましょう

　えさをそのままにしておくと、飼っているつもり
のないほかの猫も集まってきます。

◇ゴミの置き場や管理を徹底しましょう
　野良猫のえさ場を減らすことになります。

の被害で困っている人がいます
飼い主の皆さんは次の点に協力を
お願いします

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

周囲のことも考えて！

問い合わせ先

滋賀県動物保護管理センター
�75◦1911　�75◦4450

（財）滋賀県動物保護管理協会
�75◦6522　�75◦3295

猫
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■時
じ

間
かん

　午
ご

後
ご

７時
じ

30分
ぷん

～９時
じ

★�手
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

・託
たく

児
じ

サービスあり。申
もう

し込
こ

みはそれ
ぞれ各

かく

講
こう

座
ざ

開
かい

催
さい

日
び

の１週
しゅう

間
かん

前
まえ

までに。
★参

さん

加
か

申
もう

し込
こ

みは不
ふ

要
よう

です。各
かく

回
かい

とも単
たん

独
どく

で受
じゅ

講
こう

しても分
わ

かりやすい内
ない

容
よう

になって
　います。
■申

も う

し込
こ

み・問
と

い合
あ

わせ先
さ き

　人
じ ん

権
け ん

教
きょう

育
い く

課
か

〔西
に し

庁
ちょう

舎
し ゃ

〕
　�77◦7036　�77◦4101

2007

～毎
ま い

月
つ き

第
だ い

3 木
も く

曜
よ う

日
び

は「人
じ ん

権
け ん

啓
け い

発
は つ

講
こ う

座
ざ

の日
ひ

」～

②９月
が つ

20日
か

（木
も く

）
　共

きょう

同
ど う

福
ふ く

祉
し

施
し

設
せ つ

（サンライフ甲
こ う

西
せ い

）
「わたしの歩

あゆ

んできた道
みち

」
～人

じん

権
けん

まちづくりの実
じっ

践
せん

から～
西
にし

田
だ

喜
き

美
み

枝
え

さん（甲
こう

賀
か

市
し

宇
う

川
かわ

会
かい

館
かん

人
じん

権
けん

・同
どうわきょう

和教
育
いく

指
し

導
どう

員
いん

）

　ムラでの結
けっ

婚
こん

差
さ

別
べつ

事
じ

件
けん

と宇
う

川
かわ

会
かい

館
かん

での教
きょう

育
いく

・
啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

（文
ぶん

化
か

祭
さい

の前
ぜん

夜
や

祭
さい

）を通
とお

して地
ち

域
いき

の人
ひと

とのかかわりの大
たい

切
せつ

さを学
まな

びます。また、地
ち

域
いき

で育
そだ

てる自
じ

主
しゅ

活
かつ

動
どう

「子
こ

どもの教
きょう

育
いく

を考
かんが

える会
かい

」
の取

と

り組
く

みから、部
ぶ

落
らく

差
さ

別
べつ

の問
もん

題
だい

と自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

と
のかかわりについて、主

しゅ

体
たい

的
てき

にかかわる生
い

き方
かた

について考
かんが

えます。

※８月
がつ

のみ第
だい

４木
もく

曜
よう

日
び

です。

①８月
が つ

23日
に ち

（木
も く

）　
　石

い し

部
べ

文
ぶ ん

化
か

総
そ う

合
こ う

センター
「多

た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せ い

社
し ゃ

会
か い

について」
河
は

炳
びょん

俊
じゅん

さん（近
おう

江
み

渡
と

来
らい

人
じん

倶
く

楽
ら

部
ぶ

代
だい

表
ひょう

）

　大
おお

津
つ

市
し

で活
かつ

動
どう

している河
は

さんに、昨
さく

年
ねん

5 月
がつ

オープンの「渡
と

来
らい

人
じん

歴
れき

史
し

館
かん

」を設
せつ

立
りつ

したきっか
けや、開

かい

設
せつ

準
じゅん

備
び

中
ちゅう

の多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

支
し

援
えん

センター
などについての話

はなし

を伺
うかが

い、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

について
考
かんが

えます。

　

2
0
0
7
年ね

ん

度ど

も『
出で

合あ

い
・
気き

づ
き
・

発は
っ

見け
ん

講こ
う

座ざ

』が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今こ
ん

回か
い

は
6
月が

つ

に
開か

い

催さ
い

し
た
第だ

い

1
回か

い

の『
変へ

ん

革か
く

の
時じ

代だ
い

と
人じ

ん

権け
ん

－

私
た
ち
の
課か

題だ
い

～
具ぐ

体た
い

的て
き

な
事じ

例れ
い

を
ふ
ま
え
て
～
』と
題だ

い

し
た
北き

た

口ぐ
ち

末す
え

広ひ
ろ

さ
ん（
近き

ん

畿き

大だ
い

学が
く

教き
ょ
う

授じ
ゅ

）の
講こ

う

演え
ん

内な
い

容よ
う

と
参さ

ん

加か

者し
ゃ

の
感か

ん

想そ
う

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
ま
す
。

　
「
人じ

ん

権け
ん

の
世せ

い

紀き

」と
い
う
言こ

と

葉ば

を「
人じ

ん

権け
ん

が

尊そ
ん

重ち
ょ
うさ
れ
る
世せ

い

紀き

」だ
と
誤ご

解か
い

し
て
い
る
人ひ

と

が
多お

お

い
で
す
が
、
人じ

ん

権け
ん

を
重

じ
ゅ
う

視し

し
な
い
と
も

た
な
い
世せ

い

紀き

だ
と
思
い
ま
す
。
科か

学が
く

技ぎ

術じ
ゅ
つが

高こ
う

度ど

化か

・
複ふ

く

雑ざ
つ

化か

す
る
と
と
も
に
、
人じ

ん

権け
ん

問も
ん

題だ
い

も
高こ

う

度ど

化か

・
複ふ

く

雑ざ
つ

化か

し
ま
す
。
そ
れ
に
対た

い

応お
う

す
る
柔

じ
ゅ
う

軟な
ん

な
認に

ん

識し
き

と
シ
ス
テ
ム
が
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　

遺い

伝で
ん

子し

検け
ん

査さ

・
遺い

伝で
ん

子し

操そ
う

作さ

の
諸し

ょ

問も
ん

題だ
い

の

遺い

伝で
ん

子し

差さ

別べ
つ

が
あ
り
ま
す
。
今い

ま

ま
で
は
出

し
ゅ
っ

身し
ん

や
所し

ょ

属ぞ
く

で
排は

い

除じ
ょ

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今こ

ん

度ど

は
遺い

伝で
ん

子し

で
排は

い

除じ
ょ

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
遺い

伝で
ん

子し

で
分わ

か
る
病

び
ょ
う

気き

が
6
千せ

ん

も

あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
現げ

ん

に
こ
れ
ら
に

よ
り
差さ

別べ
つ

が
起お

こ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
に
よ
っ
て
差さ

別べ
つ

の
基き

準じ
ゅ
ん・
人じ

ん

権け
ん

の
基き

準じ
ゅ
んが
あ
り
ま
す
。
時じ

代だ
い

と
と
も
に
変へ

ん

化か

わたしがはじめる人
じ ん

権
け ん

教
きょう

育
い く

し
て
い
る
の
で
、
最も

っ
と

も
進す

す

ん
だ
人じ

ん

権け
ん

水す
い

準じ
ゅ
んを

学ま
な

ぶ
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
り
ま
す
。
人ひ

と

が
人ひ

と

を
差さ

別べ
つ

し

な
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
人ひ

と

と
人ひ

と

と
の
関か

ん

係け
い

は
社し

ゃ

会か
い

の
数か

ず

々か
ず

の
シ
ス
テ
ム
と
密み

っ

接せ
つ

に
関か

か

わ
っ
て
い
ま
す
し
、
人ひ

と

の
心こ

こ
ろ

の
問も

ん

題だ
い

も
同ど

う

様よ
う

で
す
。
差さ

別べ
つ

・
被ひ

差さ

別べ
つ

の
関か

ん

係け
い

性せ
い

と
社し

ゃ

会か
い

の

シ
ス
テ
ム
と
意い

識し
き

・
感か

ん

覚か
く

は
連れ

ん

動ど
う

し
て
い
る

の
で
す
。

～
参さ

ん

加か

者し
ゃ

の
感か

ん

想そ
う

か
ら
～

・�

身み

近ぢ
か

な
事じ

例れ
い

や
ク
イ
ズ
形け

い

式し
き

で
楽た

の

し
く
学ま

な

べ

ま
し
た
。

・�

シ
ス
テ
ム
・
基き

準じ
ゅ
ん・
し
く
み
を
変か

え
な
い
と

何な
に

も
変か

わ
り
ま
せ
ん
。
時じ

代だ
い

の
流な

が

れ
を
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

理り

解か
い

し
て
も
っ
と
も
進す

す

ん
だ
人じ

ん

権け
ん

水す
い

準じ
ゅ
ん

を
学ま

な

ん
で
い
き
た
い
で
す
。

・�

自じ

分ぶ
ん

が
今い

ま

ま
で
考か

ん
が

え
て
き
た
こ
と
を
再さ

い

認に
ん

識し
き

で
き
、
良よ

い
機き

会か
い

に
な
り
ま
し
た
。
人ひ

と

と
の

関か
ん

係け
い

の
あ
り
方か

た

を
も
っ
と
考か

ん
が

え
て
行い

く
べ
き

だ
と
思お

も

い
ま
し
た
。

・�

考か
ん
が

え
方か

た

の
ア
イ
デ
ア
と
い
う
こ
と
で
考か

ん
が

え
さ

せ
ら
れ
る
お
話は

な
し

で
し
た
。

・�

人ひ
と

と
人ひ

と

と
の
関か

ん

係け
い

は
、
生い

き
て
い
る
限か

ぎ

り
死し

ぬ
ま
で
課か

題だ
い

だ
と
思お

も

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
の

研け
ん

修し
ゅ
う

会か
い

は
必ひ

つ

要よ
う

だ
と
思お

も

い
ま
す
。

・�

人じ
ん

権け
ん

問も
ん

題だ
い

が
遺
伝
子
と
い
う
科か

学が
く

技ぎ

術じ
ゅ
つ

に
ま

で
発は

っ

展て
ん

し
て
い
る
こ
と
に
驚お

ど
ろ

き
ま
し
た
。

出で

合あ

い
・
気き

づ
き
・
発は

っ

見け
ん

講こ
う

座ざ

か
ら

変へ

ん

革か

く

の
時じ

代だ

い

と
人じ

ん

権け

ん
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生
ま
れ
変
わ
っ
た
中
庭
に
美
し
い
音

色
と
歌
声
が
響
く

　
　

●
石
部
南
小
で
第
一
回
中
庭
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

6
月
28
日
の
昼
休
み
、
石
部
南
小
学
校
の
中
庭
か
ら
美

し
い
歌
声
や
楽
し
げ
な
楽
器
の
演
奏
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。

　

大
規
模
な
校
舎
改
修
の
終
了
を
祝
い
、
ま
た
美
し
い
中

庭
が
完
成
し
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
意
も
こ
め
て
実
行
委
員

の
児
童
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
た
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
。
照
り
つ
け
る
太
陽
の
下
、ゲ
ス
ト
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
マ
ァ

ム
（
地
元
の
合
唱
サ
ー
ク
ル
）の
合
唱
を
挟
ん
で
8
組
の
児

童
が
出
演
。
最
後
は
先
生
た
ち
に
よ
る
バ
ン
ド
の
演
奏
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

中
庭
の
ス
テ
ー
ジ
は
校
舎
2
階
や
3
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
か

ら
も
望
め
、
青
々
と
し
た
中
庭
の
芝
生
に
座
っ
た
児
童
の

ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
児
童
が
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
の
西
尾
真
鈴
さ
ん
（
6
年
生
）は
「
出
演
者
だ

け
で
な
く
、
参
加
者
が
協
力
的
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き

ま
し
た
。
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
好
評
だ
っ
た
の
で
、
第

二
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
ぜ
ひ
企
画
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

5
月
29
日
か
ら
6
月
3
日
ま
で
皇
子
山
陸
上
競
技
場
で

開
催
さ
れ
た
滋
賀
県
高
校
春
季
総
体
の
女
子
4
0
0
ｍ
と

女
子
4
0
0
ｍ
ハ
ー
ド
ル
に
、
東
大
津
高
校
２
年
の
岡
田

愛
理
さ
ん（
平
松
）が
出
場
し
、
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
「
中
学
の
時
に
陸
上
を
始
め
て
か
ら
昨
年
ま
で
、
満
足

の
い
く
結
果
が
出
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
な
が
ら
練
習
を

頑
張
っ
た
成
果
が
出
ま
し
た
」と
話
す
岡
田
さ
ん
。
6
月

の
近
畿
ユ
ー
ス
で
も
4
0
0
ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
6
位
と
な

り
、8
月
に
佐
賀
で
行
わ
れ
る
全
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
「
2
年
生
で
、
ラ
ン
キ
ン
グ
的
に
も
低
い
の
で
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ま
で
に
悪
い
所
を
改
善
し
、
満
足
の
い
く

走
り
・
来
年
に
つ
な
が
る
走
り
を
し
た
い
」と
猛
練
習
に

励
む
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

情報政策課（�71◦2300　�72◦3390）へ
あなたの周りの身近な出来事や話題をお待ちしています。
このコーナーはまちの話題や活動などを紹介しています

地
域
防
災
の
ス
タ
ー
ト
の
日
に

　
　

●
岩
根
東
区
で
初
め
て
の
避
難
訓
練

　

近
年
多
発
す
る
地
震
や
風
水
害
に
備

え
、
区
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
ろ
う

と
、
７
月
8
日
、
岩
根
東
区
が
避
難
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
9
時
、
消
防
団
員
に
よ
る
避
難
の

呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
区
民
1
5
5
人
が

避
難
場
所
の
公
園
に
集
結
。
３
月
に
起
き

た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
を
訪
れ
た
滋

賀
県
職
員
か
ら
、
被
害
の
状
況
や
被
災
者

の
生
活
、
救
援
活
動
の
模
様
な
ど
に
つ
い

て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
エ
ル
ダ
ー
婦
人
会
員
に
よ
る

三
角
き
ん
を
使
っ
た
救
急
包
帯
法
や
、
消

防
団
員
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
の
救
命
講
習

が
実
演
さ
れ
、
心
肺
蘇
生
法
に
挑
戦
す
る

区
民
も
。

　

最
後
に
、
参
加
者
全
員
が
２
列
に
な
っ

て
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
消
火
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

区
安
全
安
心
推
進
委
員
長
の
伴
さ
ん
は

終
わ
り
の
あ
い
さ
つ
で
、「
こ
の
日
を
岩

根
東
区
の
地
域
防
災
の
ス
タ
ー
ト
の
日
に

し
た
い
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
隣

同
士
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
」と
訴
え

か
け
ま
し
た
。

岡
田
愛
理
さ
ん
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
駆
け
る

　
　

●
県
総
体
4
0
0
m
、
4
0
0
ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
優
勝
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申し込み・問い合わせ先

スポーツ

■��

湖
南
市
秋
季
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
交

流
大
会

日
時　

９
月
２
日（
日
）

午
前
９
時
～

会
場　

雨
山
体
育
館

■��

市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会（
ダ
ブ

ル
ス
）

日
時　

９
月
２
日（
日
）

午
前
９
時
～

（
予
備
日
９
月
９
日
）

会
場　

雨
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■�

第
３
回
秋
季
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

　

日
時　

９
月
９
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
～

（
予
備
日
９
月
16
日
）

会
場　

野
洲
川
親
水
公
園

■�

第
３
回
ふ
れ
あ
い
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

日
時　

９
月
９
日（
日
）

午
前
９
時
～

会
場　

総
合
体
育
館

■��

第
３
回
湖
南
市
地
区
対
抗
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時　

９
月
22
日（
土
）

午
前
９
時
～

（
予
備
日
９
月
23
日
）

会
場　

野
洲
川
親
水
公
園
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場

■�

第
３
回
湖
南
市
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

大
会

日
時　

９
月
23
日（
日
）

午
前
９
時
～

8
月
・
9
月
の
予
定

■日時　８月18日（土）  午後７時～９時
■会場　総合体育館
■�種目　卓球、バドミントン、パドルテニス、バ

スケットボール、キンボールなど
★太極拳の体験もできます。
問生涯学習課〔石部文化総合センター〕
　�77◦7045　�77◦6253

みんなで運動する日

無料
開放

毎月第3土曜日

（
予
備
日
９
月
24
日
）

会
場　

じ
ゅ
ら
く
の
里
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
場

■��

第
３
回
湖
南
市
民
ス
ポ
ー
ツ

カ
ー
ニ
バ
ル

日
時　

９
月
30
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
～

（
予
備
日
10
月
７
日
）

会
場　

野
洲
川
親
水
公
園

問
湖
南
市
体
育
協
会〔
総
合
体
育

館
内
〕 

�
71
◦
3
3
0
6

�
72
◦
7
1
1
7

第
13
回
日
本
シ
ニ
ア
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
フ
ァ
イ
ナ
ル
滋

賀
・
湖
南
大
会
お
よ
び
第

12
回
ハ
イ
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
滋
賀
・
湖
南
大
会

■�

日
時　

８
月
25
日（
土
）～
27

日（
月
）　

午
前
８
時
～

　
（
予
備
日　

８
月
28
日
）

■�

会
場　

野
洲
川
親
水
公
園
ほ

か
◎ 

こ
の
大
会
は
、
高
齢
化
が
進

む
な
か
で
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
と
健
康
な
生
活
を
願

い
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
を

通
じ
て
全
国
の
高
齢
者
の
交

流
と
連
携
の
輪
を
広
げ
る
た

め
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　総合型スポーツクラブ設立に向け、今年度から「ちょ
びっとスポーツクラブ」と統合しました。

日時
毎週水曜日
午前10時～ 11時30分

毎週木曜日
午前９時45分～ 11時40分

会場 雨山体育館 総合体育館

内容 ビーチボール、バドミ
ントン、テニスなど

ビーチボール、バドミ
ントン、卓球など

十二坊温泉ゆらら

�72◦8211　�72◦8443

夏の疲れはゆららでリフレッシュ！
8月は休まず営業します。

もちろん、プールもやってま～す。

　温泉ご利用者に
好評の〝ゆららクラ
ブポイントカード〟
に子どもバージョ
ンができました。

　これまで子ども券の利用がお一人の場
合、ポイントが付きませんでしたが、ゆ
ららキッズカードでは一人からポイント
が加算されお得です。ポイントをためて
お風呂またはプールを利用するも良し、
グッズと交換するも良しで楽しみが広が
ります。

ゆらら

キッズカード

登場！

ちょいとスポーツクラブ

■対象　市内在住・小学生以上
■参加費　一人一回100円
■持ち物　体育館シューズ、タオル、飲み物など
※   都合により活動内容などを変更する場合があります。

総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会
（事務局：九條�72◦2504）

市
長
杯
お
よ
び
ペ
ア
ゴ
ル

フ
大
会（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
）

■
日
時　

９
月
27
日（
木
）

　

午
前
９
時
～

■ 

会
場　

甲
賀
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部

■
参
加
費　

１
，５
０
０
円

■
申
込
期
限　

９
月
13
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○ 

湖
南
市
ゴ
ル
フ
協
会〔
甲
賀

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
内
〕

�
72
◦
１
２
２
１

�
72
◦
3
4
4
5

○ 

湖
南
市
体
育
協
会〔
総
合
体

育
館
内
〕

�
71
◦
３
３
０
６

�
72
◦
7
1
1
7

問：問い合わせ先
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ス
ポ
ー
ツ
結
果

スポーツ

第
3
回
湖
南
市
地
区
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

6
月
10
日
・
17
日　

野
洲
川

親
水
公
園

〈
優　

勝
〉石
部
南
区

〈
準
優
勝
〉菩
提
寺
区

パ
ド
ル
テ
ニ
ス
大
会

（
ダ
ブ
ル
ス
）

6
月
17
日　

水
戸
体
育
館

【
女
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉久
保
・
富
岡
組

〈
準
優
勝
〉嶌
岡
・
井
上
組

【
男
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉梅
原
・
鈴
木
組　

〈
準
優
勝
〉久
保
・
森
下
組

湖
南
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
6
月
24
日　

総
合
体
育
館

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

【
Ａ
級
の
部
】

〈
優　

勝
〉石
田
・
加
藤
組　

〈
準
優
勝
〉山
下
・
廣
瀬
組

〈
第
3
位
〉徳
永
・
亀
井
組　

【
Ｂ
級
の
部
】

〈
優　

勝
〉吉
川
・
松
岡
組　

〈
準
優
勝
〉平
岩
・
中
村
組

〈
第
3
位
〉松
澤
・
平
井
組　

【
Ｃ
級
の
部
】

〈
優　

勝
〉石
田
・
津
田
組　

〈
準
優
勝
〉田
中
・
中
島
組

〈
第
3
位
〉園
田
・
平
田
組

　

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

【
Ａ
級
の
部
】

〈
優　

勝
〉川
井
・
中
塚
組　

〈
準
優
勝
〉岩
崎
・
東
野
組

〈
第
3
位
〉寺
嶋
・
的
場
組　

【
Ｂ
級
の
部
】

〈
優　

勝
〉高
橋
・
東
野
組　

〈
準
優
勝
〉辻
・
東
野
組

〈
第
3
位
〉佐
々
木
・
里
見
組

【
Ｃ
級
の
部
】

〈
優　

勝
〉今
川
・
左
居
組　

〈
準
優
勝
〉明
智
・
斉
藤
組

市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

7
月
1
日
・
8
日　

市
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

〈
優　

勝
〉ハ
イ
ラ
イ
ト

〈
準
優
勝
〉ゲ
ッ
ツ

地
区
対
抗
＆
卓
球
グ
ラ
ン

プ
リ

7
月
8
日　

総
合
体
育
館

【
地
区
対
抗
男
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉イ
ワ
タ
ニ
ラ
ン
ド

区
〈
準
優
勝
〉団
地
中
区

【
グ
ラ
ン
プ
リ
男
子
Ｓ
ク
ラ
ス
】

〈
優　

勝
〉松
原　

拓

〈
準
優
勝
〉横
山　

紀
行　
　

【
グ
ラ
ン
プ
リ
女
子
Ｓ
ク
ラ
ス
】

〈
優　

勝
〉水
野　

淳
子

〈
準
優
勝
〉亀
井　

由
紀
子

【
グ
ラ
ン
プ
リ
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
】

〈
優　

勝
〉小
西　

竜
二

〈
準
優
勝
〉中
村　

智
一

【
グ
ラ
ン
プ
リ
女
子
Ａ
ク
ラ
ス
】

〈
優　

勝
〉田
中　

鼓
毬

〈
準
優
勝
〉中
村　

良
子

【
グ
ラ
ン
プ
リ
男
子
Ｅ
ク
ラ
ス
】

〈
優　

勝
〉宇
野　

嘉
郎

〈
準
優
勝
〉大
谷　

俊
文

【
グ
ラ
ン
プ
リ
女
子
Ｅ
ク
ラ
ス
】

〈
優　

勝
〉橋
爪　

正
子

〈
準
優
勝
〉北
岸　

と
よ
子

第
3
回
湖
南
市
春
季
剣
道

大
会

7
月
8
日　

雨
山
体
育
館

【
基
本
の
部
】

〈
優　

勝
〉青
木　

奨
弥

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

〈
優　

勝
〉今
村　

優
太

〈
準
優
勝
〉青
山　

紘
也

〈
第
3
位
〉青
木　

遼
弥

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

〈
優　

勝
〉中
村　

真
綾

〈
準
優
勝
〉山
口　

果
穂

〈
第
3
位
〉太
田　

浩
輝

【
中
学
生
男
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉眞
井　

貴
士

〈
準
優
勝
〉望
月　

龍
一

〈
第
3
位
〉三
浦　

一
輝

【
中
学
生
女
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉斎
藤　

茉
保

〈
準
優
勝
〉大
熊　

礼
菜

〈
第
3
位
〉西
田　

梓

▲ハイライト▲ゲッツ
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◎譲ります
●テレビ台（14 ～ 20インチ用 ）
●漬物桶と漬物石（プラスチック製）
●乳児用ふとん（80㎝×80㎝）
●ジュニアシート（小学校入学まで）
●ヤマハ製エレクトーン

◎譲ってください
●子ども用自転車（女児用18インチ）
●ベビーカー（双子用）
●全自動洗濯機

※ 交換の交渉は、譲りたい人と譲ってほしい人
の間で直接行っていただきます。その際、連
絡先の電話番号を相手方にお伝えすることに
なりますのでご了承ください。

問環境課〔東庁舎〕 �71◦2358　�72◦2201

　リサイクルプラザは、燃えないごみを処理す
る施設です。燃えるごみ、家電リサイクル４品
目、家庭用パソコンなどお預かりできないもの
があります。「保存版ごみの分け方出し方マニュ
アル」で必ず確認してください。

交　換　銀　行

湖南市リサイクルプラザ
�75◦3933　�75◦3904

今
月
の
納
税
な
ど

･
市
県
民
税（
第
２
期
）

･
国
民
健
康
保
険
税（
第
４
期
）

･
保
育
料

･
介
護
保
険
料

･
住
宅
使
用
料

･
上
水
道
使
用
料

･
下
水
道
使
用
料

　

納
期
限
は
８
月
31
日（
金
）で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
な
ど
は

　
　

”口
座
振
替
“で
！

　

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
は
、
毎
月

の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
手
間
も
省

け
ま
す
。

　

取
扱
金
融
機
関（
滋
賀
銀
行
・

甲
賀
郡
農
業
協
同
組
合
・
び
わ
こ

銀
行
・
滋
賀
県
信
用
組
合
・
湖
東

信
用
金
庫
・
近
畿
労
働
金
庫
）、

郵
便
局
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
う

と
、
翌
月
以
降
か
ら
口
座
振
替
に

な
り
ま
す（
手
続
き
に
は
通
帳
と

届
出
印
が
必
要
で
す
）。

　

な
お
、
口
座
振
替
は
一
度
手
続

き
を
行
う
と
、
課
税
な
ど
が
な
く

な
っ
て
も
、
口
座
振
替
解
約
の
手

続
き
を
行
わ
な
い
か
ぎ
り
継
続
し

ま
す
。

問
税
務
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
2
0

�
72
◦
2
4
6
0

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
・
し
尿

く
み
取
り

夏
期
休
業
の
お
知
ら
せ

し
尿
く
み
取
り
業
務

○（
株
）日
映
日
野 

�
0
7
4
8
◦
53
◦
3
9
4
1

　

8
月
14
日（
火
）か
ら
16
日（
木
）

ま
で
休
み
ま
す
。

○（
株
）ヒ
ロ
セ

�
0
7
4
8
◦
52
◦
0
9
4
3

　

8
月
15
日（
水
）・
16
日（
木
）

は
休
み
ま
す
。

※�

く
み
取
り
の
申
込
期
限
は
8
月

6
日（
月
）で
す
。
休
業
前
後

は
く
み
取
り
業
務
が
大
変
混
雑

し
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
余
裕
を
持
っ
て
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品（
エ
ア
コ

ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷

凍
庫
、
洗
濯
機
）の
持
ち
込
み

○
石
部
運
輸
倉
庫（
株
）

�
77
◦
3
1
2
3

　

8
月
11
日（
土
）か
ら
16
日（
木
）

ま
で
休
み
ま
す
。

○（
有
）滋
賀
山
急���

77
◦
2
3
3
1

　

8
月
11
日（
土
）か
ら
16
日（
木
）

ま
で
休
み
ま
す
。

○
甲
西
陸
運（
株
）�72

◦
1
2
4
1

　

8
月
11
日（
土
）か
ら
16
日（
木
）

ま
で
休
み
ま
す
。

○（
株
）松
田
商
事 �

71
◦
4
8
0
0

　

8
月
12
日（
日
）か
ら
15
日（
水
）

ま
で
休
み
ま
す
。

 
I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

情
報
あ
ら
か
る
と

■印…休所日
□印…粗大ごみ戸別収集日
※粗大ごみ戸別収集の申し込みは、収集日の前の

週の金曜日までに電話でリサイクルプラザへ。
※搬入（持ち込み）の受付は、開所日の午前９時か

ら午後４時です。

問：問い合わせ先

８月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31
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問：問い合わせ先　 ：ホームページアドレス

平
成
20
年
4
月
採
用

市
職
員
募
集

■
試
験
区
分　

上
級
行
政
職

■
採
用
予
定
人
数　

3
人

■
応
募
資
格

　

昭
和
54
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

61
年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
人

■
第
１
次
試
験

○
日
時　

9
月
16
日（
日
）

午
前
9
時
30
分
〜

○
場
所　

共
同
福
祉
施
設

■
第
2
次
試
験

　

10
月
中
旬
予
定（
日
時
や
場
所

な
ど
は
、
第
1
次
試
験
合
格
者
へ

通
知
し
ま
す
）

■
受
験
申
込
書

　

総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。
郵
送

を
希
望
す
る
人
は
、
封
筒
の
表

に
赤
字
で「
上
級
試
験
申
込
書
請

求
」
と
書
き
、
返
信
用
封
筒（
サ

イ
ズ
は
33
㎝
×
24
㎝
。
1
4
0
円

切
手
を
貼
り
、
あ
て
先
を
明
記
し

た
も
の
）を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

8
月
15
日（
水
）
ま
で
の
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
郵
送
は
消
印
有
効

問
総
務
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
1
2

�
72
◦
3
3
9
0

警
察
官
募
集

　

滋
賀
県
警
察
本
部
で
は
、
警
察

官
と
科
学
捜
査
研
究
所
の
研
究
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

滋
賀
県
警
察
本
部
警
務
課
採

用
係

�
0
1
2
0
◦
2
0
4
◦
3
1
4

�
0
7
7
◦
5
2
2
◦
1
4
6
4

�http://w
w
w.pref.shiga.jp/

police

臨時保育士（常勤および朝・
夕のパート）の追加募集を
行っています。

問総務課〔東庁舎〕
　�71◦2312
　�72◦3390

　

光
星
学
園
で
は「
瞳
輝
き
、
心

豊
か
で
ひ
と
り
立
ち
で
き
る
子
ど

も
に
育
て
る
」を
教
育
目
標
に
掲

げ
、
生
き
る
力
や
学
び
の
基
礎
を

育
成
す
る
た
め
、
集
団
生
活
を
通

し
た
豊
か
な
体
験
学
習
に
重
点
を

置
い
た
1
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す

る
幼
児
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

教
育
内
容
は
、
文
部
科
学
省
の

教
育
要
領
に
従
っ
て
総
合
的
に
指

導
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
幼
児

期
の
発
達
を
重
視
し
、
専
任
講
師

と
担
任
に
よ
る
音
楽
リ
ズ
ム
・
体

育
・
わ
く
わ
く
英
語
・
絵
画
製
作

な
ど
特
色
あ
る
指
導
も
行
い
、
楽

し
さ
い
っ
ぱ
い
の
充
実
感
み
な
ぎ

る
幼
稚
園
で
す
。

■
保
育
時
間

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
2
時

■
預
か
り
保
育

・�

早
朝　

午
前
７
時
30
分
〜
8
時

30
分

・
午
後　

午
後
2
時
〜
6
時
30
分

※
夏
・
冬
・
春
休
み
中
も
午
前
7

時
30
分
か
ら
午
後
６
時
30
分

ま
で
実
施

■
通
園
バ
ス　

バ
ス
5
台
で
希
望

す
る
園
児
の
送
迎
を
し
て
い
ま

す
。

■
補
助
金　

私
立
幼
稚
園
児
の
市

内
在
住
の
保
護
者
全
員
に
対
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

問 

水
戸
幼
稚
園（
岩
根
4
9
9

－

3
6
0
）�

�
75
◦
3
3
5
0

�
75
◦
4
4
2
5

三
雲
幼
稚
園（
夏
見
2
0
2
5

－

1
）�

�
72
◦
0
0
7
7

�
72
◦
8
7
4
7

ひ
か
り
幼
稚
園（
菩
提
寺

3
2
8

－

2
7
8
）

�
74
◦
3
0
1
1

�
74
◦
3
4
6
1

光
星
学
園
事
務
局

�
75
◦
5
9
0
1

�
75
◦
4
4
2
7

※�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。

募
集
年
齢

○３歳児　 平 成16年４月２日 〜 平 成
17年４月１日生まれ

○４歳児　 平 成15年４月２日 〜 平 成
16年４月１日生まれ

○５歳児　 平 成14年４月２日 〜 平 成
15年４月１日生まれ

説
明
会
・
施
設
見
学

９月１日（土）
○ひかり幼稚園

午前10時〜 11時
（受付：午前９時40分〜）
○水戸幼稚園・三雲幼稚園

午後２時〜３時
（受付：午後１時40分〜）

※ 保育体験もあります。上履きをお
持ちください。

自
由
見
学
会

９月５日（水）・６日（木）
　午前９時45分〜 11時
※上履きをお持ちください。

入
園
申
込
受
付

９月18日（火）・19日（水）
　午前９時から12時まで各園で行い
ます。
※入園申込書は９月12日（水）まで各

園で配布しています。

面
接
日

○水戸幼稚園 　10月15日（月）
○三雲幼稚園 　10月16日（火）
○ひかり幼稚園 　10月17日（水）

学
校
法
人
光
星
学
園

水
戸
・
三
雲
・
ひ
か
り
幼
稚
園

▼募集要項

園児
募集

平成20年度
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問：問い合わせ先　 ：E メール

み
く
も
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

小
・
中
学
生
が
公
民
館
に
寝
泊

ま
り
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
学
校
に
通
う
通
学
合

宿「
み
く
も
宿
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
同
士
の
交
流
も
魅
力
の
一

つ
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
合
宿
期
間

　

10
月
３
日（
水
）〜
６
日（
土
）

■
場
所　

三
雲
公
民
館

■
主
催　

み
く
も
宿
実
行
委
員
会

■
共
催　

湖
南
市
教
育
委
員
会
、

三
雲
東
・
三
雲
青
少
年
育
成
学

区
民
会
議

問 

生
涯
学
習
課〔
石
部
文
化
総
合

セ
ン
タ
ー
〕�

�
77
◦
６
２
５
０

�
77
◦
６
２
５
３

　

三
雲
公
民
館

�
72
◦
4
5
3
2

�
71
◦
2
6
3
6

あ
っ
た
か
ほ
ー
む
い
し
べ
宿

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

共
生
型
の
取
り
組
み
で
す
。

　

高
校
生
以
上
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
の
あ
る
人
一
度
来
て
み
ま

せ
ん
か
。
昔
遊
び
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
農
園
の
世
話
、
子
ど
も

と
の
遊
び
、
勉
強
の
相
手
、
イ
ベ

ン
ト
企
画
な
ど
、
自
分
の
趣
味
や

特
技
を
生
か
し
て
有
意
義
な
一
日

を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。�

■
特
典　

一
日
２
時
間
程
度
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
押
す
ス
タ
ン
プ

が
10
個
た
ま
る
と
千
円
分
の
商

品
券
、
図
書
券
、
バ
ス
の
回
数

券
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

■
休
み　

８
月
14
日（
火
）〜
16
日

（
木
）

９
月
以
降
は
水
曜
日
・
木
曜

日
の
午
前
中

問 

N
P
O
ワ
イ
ワ
イ
あ
ぼ
し
ク

ラ
ブ
あ
っ
た
か
ほ
ー
む
い
し

べ
宿（
担
当
：
大
野
）

�
・
�
77
◦
６
７
２
３

あ
な
た
の
作
品
が
海
を
渡
る

第
３
回
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ズ

市
・
湖
南
市
児
童
生
徒
絵
画

展　

作
品
募
集

　

市
で
は
、
平
成
７
年
か
ら
米
国

ミ
シ
ガ
ン
州
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ズ
市

と
友
好
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
２

国
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
絵
画
展

は
毎
年
行
わ
れ
、
今
回
で
12
回
目

と
な
り
ま
す
。
こ
の
国
際
交
流
絵

画
展
の
作
品
を
、
コ
ン
ク
ー
ル
形

式
で
募
集
し
ま
す
。

　

作
品
は
９
月
下
旬
か
ら
甲
西
図

書
館
で
開
催
す
る
絵
画
展
の
後
、

セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ズ
市
で
も
展
示
さ

れ
ま
す
。

■
対
象

　

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

■
応
募
方
法

　

９
月
７
日（
金
）
ま
で（
必
着
）

に
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
を
裏
に

書
い
た
作
品
と
、
出
展
票
を
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
ま
た
は
市
内
各

小
・
中
学
校
へ（
郵
送
可
）。

※
出
展
票
は
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
規
定

・
サ
イ
ズ
：
４
つ
切
り

・
画
材
・
題
材
：
自
由

　

小
学
生
低
学
年
・
小
学
生
高
学

年
・
中
学
生
の
３
部
門
で
、
そ
れ

ぞ
れ
上
位
３
作
品
を
決
定
し
ま

す
。
な
お
、
出
品
者
全
員
に
、
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

問 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課〔
東
庁
舎
〕

（
〒
5
2
0

－

3
2
8
8
住
所

　

記
載
不
要
）�

�
71
◦
２
３
１
５

�
72
◦
２
２
０
１

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
の

標
語
募
集

　

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
は
、

平
成
19
年
度
の
北
方
領
土
返
還
運

動
に
関
す
る
標
語
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

※
入
選
作
品
に
つ
い
て
は
、氏
名
、

居
住
地
の
都
道
府
県
市
町
村

名
を
公
表
し
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法

　

９
月
30
日（
日
）ま
で
に
作
品

と
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
職
業
を
は
が
き
か
Ｅ

メ
ー
ル
で（
当
日
消
印
有
効
）。

※�

は
が
き
の
場
合
、
１
枚
に
１
作

品
問 

独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題

対
策
協
会（
〒
1
0
2

－

０
０

　

９
４
東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井

　

町
７

－

１　

上
智
紀
尾
井
坂

　

ビ
ル
）

�
03
◦
3
2
6
3
◦
7
6
9
1

hyougo@tk.hoppou.go.jp

自
動
車
税
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か

　

滋
賀
県
で
は
、
平
成
19
年
度
の

自
動
車
税
が
未
納
の
人
に
対
し
７

月
17
日
付
け
で
督
促
状
を
発
送
し

ま
し
た
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
預

金
・
給
与
・
自
動
車
の
差
し
押
さ

え
な
ど
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
早
急
に
通
知
書
に
記
載
の
各

金
融
機
関
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
南
部
振
興
局
甲
賀
県

事
務
所
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
や
む
を
得
ず
納
付
で
き

な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず

左
記
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

滋
賀
県
南
部
振
興
局
甲
賀
県
事

務
所
税
務
課

�
63
◦
６
１
０
６

�
63
◦
0
4
3
9

　

滋
賀
県
自
動
車
税
事
務
所

�
０
７
７
◦
５
８
５
◦
７
２
８
８

�
０
７
７
◦
５
８
５
◦
７
２
9
9
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部　門 規　　　　　格 出品点数

絵　画
日本画・洋画・その他平面で
30号以内の額装、または半切
以内の軸装のこと

１点

書 額装または軸装のこと。軸装
の場合は全紙以内 １点

写　真 六切以上半切以内の額装（ま
たはパネル）のこと １点

工　芸

自由。ただし陳列可能なもの

１点

手　芸 １点

陶　芸 １点

菊　花 点数相談

盆　栽 １点

生け花 １㎡以内 １点

文
芸
作
品

俳　句 題材は自由。短冊・色紙など
に書き、額装・軸装のこと

２点まで

短　歌 ２点まで

川　柳 課題は自由。短冊・色紙など
に書き、額装・軸装のこと ２点まで

冠　句 冠題は無題。短冊などに書き、
額装・軸装のこと ２点まで

詩
題材は自由。400字詰め原稿用
紙２枚以内。パネル・額装（55
㎝×90㎝以内）のこと

１点

随　筆
題材は自由。400字詰め原稿用
紙５枚以内。パネル・額装（55
㎝×90㎝以内）のこと

１点

※ 平面作品（文芸作品を含む）については、額装・軸装（仮縁・
仮巻・パネル可）を行い、必ずひもをつけてください。

※ 応募作品の取り扱いについては十分に注意しますが、不測の
事故による損傷・紛失などについては一切責任を負いませ
ん。 

石部文化ホール会場
【公演の部】
■�募集内容　石部文化ホールのステージで演

じることができるもの
■発表時間（舞台設営、司会の紹介時間を含む）
　・団体…20分以内

【展示の部】
■募集内容　左表のとおり

■�受付期間　８月21日（火）〜９月５日（水）の
午前９時〜午後５時

■申し込み・問い合わせ先
　石部公民館〔石部文化総合センター〕
　�77◦6250　�77◦6253

甲西文化ホール会場
【公演の部】
■�募集内容　甲西文化ホールのステージで演

じることができるもの
■発表時間（舞台設営、司会の紹介時間を含む）
　・団体…15分以内　・個人…５分以内
■�受付期間　９月３日（月）・４日（火）の午前

９時〜午後４時

【展示の部】
■募集内容　左表のとおり
■�受付期間　９月３日（月）〜７日（金）の午前

９時〜午後４時

■申し込み・問い合わせ先
　中央公民館　�72◦3762　�72◦6551

◆応募資格
・ 市内に在住または在勤・在学する人（中

学生以下は除く）
・市内で活動する文化団体に所属する人
◆申込方法
　各受付期間内に申込書と出品・出演料

（出品料１点あたり300円、出演料一人あ
たり300円）を石部文化ホール会場は石部
公民館へ、甲西文化ホール会場は中央公
民館へ。

　湖南市文化祭は、市民の皆さんが日ごろ取り組んで
いる文化・芸能活動の成果を発表する祭典です。公演
の部（舞台）、展示の部（作品）を中心に多彩な催しを石
部文化ホーと甲西文化ホールの２会場で開催します。
　詳しくは、最寄りの市立公民館に備え付けの募集要
項（申込書）をご覧ください。
　出品・出演される人は、打ち合わせ会などへの出席
が必要となります。

11月3日（祝）・4日（日）開催

出品者・出演者募集

第４回 湖南市文化祭
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『鹿
こ う か

深の誇
た か ら

りを探しに行こう』
～郷土のひとに愛　協働のまちに夢

誇りある鹿深をめざして～
■日時　８月19日（日） 午前11時〜午後４時30分
■場所　野洲川親水公園
■内容　体験型テーマパビリオン、びわ湖放送（びわ

カン収録）、お楽しみステージ（U-TIME バンド、も
のまねライブ）、ちびっ子アトラクション、ふれあ
い動物園

■問い合わせ先　（社）水口青年会議所
　�62◦3009　�62◦0664

 http://www.mws.ne.jp/~jc360

（社）水口青年会議所創立40周年記念事業

子ども体験ゆめひろばパート３
　湖南市子ども会育成連絡協議会では、夏休みに子
どもたちが遊んだり体験活動ができる『子ども体験
ゆめひろば 』を開催します。
■日時　８月８日（水） 午後１時〜４時
■場所　総合体育館
■内容　七宝焼、ビーズ、バルーンアート、カロム、

昔あそび、紙芝居など
※内容は一部変更することもあります
■問い合わせ先　湖南市子ども会育成連絡協議会
（石部文化総合センター内）

　�77◦6250　�77◦6253

参加費
無料

戦争と平和について
考えてみましょう

　先の大戦が終結して、今年で62年を迎え
ます。恒久平和は人類の共通した願いです。
いま一度、戦争と平和について考えてみま
しょう。当日は平服でお越しください。

■日時　８月４日（土）
　午前10時〜（受付：午前９時30分〜）
■場所　共同福祉施設（サンライフ甲西）
■内容
・戦没者追悼式
・戦争体験講演会

演題「私の戦争体験 〜ソ連に抑留されて〜」
　講師：吉倉定一さん
・平和学習展示（中学生のレポート）
※図書館でも、戦争にちなんだ展示をしま

す。詳しくは、27ページをご覧ください。
■問い合わせ先　社会福祉課〔東庁舎〕
　�71◦2327　�72◦3788

■問い合わせ先　湖南市夏まつり実行委員会（商工観光課内）　�71◦2331　�72◦7964

午後４時　　　 模擬店開始
午後５時　　　 開会

ステージイベント
午後６時　　　 式典

サンバ
午後７時20分　江州音頭総おどり
午後８時20分　花火大会
午後９時　　　 閉会
※一部変更する場合があります。

タイムスケジュール

平和祈念
のつどい

湖南市夏まつり湖南市夏まつり第３回

野洲川親水公園場所

（荒天の場合花火大会のみ５日に延期）

～みんなで参加『ふるさと』まちづくり～
「満天きらめく　湖南の輪」

８月４日（土）
場所

♪第８回いしべ音楽祭♪
レインボーストーン
コンサート
■日時　８月26日（日）
　午前10時開演
■場所　石部文化ホールロビー
問石部文化ホール自主事業実行委

員会いべっく（山田）
　�090◦1899◦3719　　

青少年夏休みコンサート
■日時　９月２日（日）
　午後２時開演

映画「パッチギ！
LOVE&PEACE」

　前作から2年、感動の第二章が
圧倒的スケールで登場（井筒和幸
監督作品）。
■日時
　９月24日（祝） 
　①午前10時
　②午後２時
　③午後５時

■入場料
　【全席自由】
　< 一般 > 前売1,000円
　（当日1,200円）
　< 高校生以下 > 前売800円
　（当日1,000円）
■前売券販売所　甲西文化ホール、

平和堂甲西中央店、アルプラザ
水口店

ボランティアセンター
「紙ふうせん」「すみれ」
合同作品展
■期間　８月12日（日）まで
　折紙ボランティア

「紙ふうせん」とリサ
イクルボランティア

「すみれ」のかわい
らしく温かみのある
作品を展示します。

■主催　（財）湖南市文化体育振興
事業団
 http://www.kosei-bunkahall.jp/
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問：問い合わせ先　　 ：ホームページアドレス
　石部文化ホール

♪第８回いしべ音楽祭♪
レインボーストーン
コンサート
■日時　８月26日（日）
　午前10時開演
■場所　石部文化ホールロビー
問石部文化ホール自主事業実行委

員会いべっく（山田）
　�090◦1899◦3719　　

� 72 ◦ 2133　� 72 ◦ 7305

　�甲西文化ホール

青少年夏休みコンサート
■日時　９月２日（日）
　午後２時開演

映画「パッチギ！
LOVE&PEACE」

　前作から2年、感動の第二章が
圧倒的スケールで登場（井筒和幸
監督作品）。
■日時
　９月24日（祝） 
　①午前10時
　②午後２時
　③午後５時

■入場料
　【全席自由】
　< 一般 > 前売1,000円
　（当日1,200円）
　< 高校生以下 > 前売800円
　（当日1,000円）
■前売券販売所　甲西文化ホール、

平和堂甲西中央店、アルプラザ
水口店

ボランティアセンター
「紙ふうせん」「すみれ」
合同作品展
■期間　８月12日（日）まで
　折紙ボランティア

「紙ふうせん」とリサ
イクルボランティア

「すみれ」のかわい
らしく温かみのある
作品を展示します。

■主催　（財）湖南市文化体育振興
事業団
 http://www.kosei-bunkahall.jp/

　
まなびすと講座
　生涯学習ボランティアの会「湖
南まなびすと」が生涯学習有志指
導者「きらりスト」を講師に迎えて
講座をプロデュースします。

夏休み子どもクラフト講座
　木の枝に和紙を貼ったオリジナ
ルのランプシェイドに挑戦。夏休
みの思い出の一品を作りませんか。
■日時　８月23日（木）
　午前10時～正午
■�場所　市民学習交流センター（サ

ンヒルズ甲西）本館
■対象　市内の小学４年生～６年生
■定員　20人（先着順）
■持ち物　持ち帰り用手提げ袋
■材料費　300円
■講師　上西千秋さん（きらりスト）
■�申込方法　８月15日（水）までに

電話で。
※材料準備のため申し込んだ人は必

ず出席してください。
問生涯学習課〔石部文化総合セン

ター〕
　�77◦6250　�77◦6253

入場
無料

�75◦8190　�75◦8192

　市民学習交流センター
（サンヒルズ甲西）

　　　��書道部作品展
　水戸学区で活動している団地女
性部の書道部の作品約50点を展示
します。
■期間　８月１日（水）～ 31日（金）
　午前９時～午後10時
※月曜日と祝日は５時まで

ギャラリー展示

�・� 77 ◦ 2535

　石部南公民館

パソコン初心者向け相談
（パソコンよろず工房）
　エクセル、ワードからシステムの
相談まで、Ｉ

ア イ

・Ｉ
ア イ

ランドめーる編集
スタッフが相談に応じます。
■日時　毎週月曜日
　午前９時30分～ 11時30分
※13日は休みです。
※事前に申し込みが必要です。その

際に相談内容をお知らせください。

vol.3

企画展示

�72◦4532　�71◦2636

　三雲公民館

夏休みよし笛コンサート
　「びわこよし笛アンサンブルや
す」の皆さんをお迎えしてのよし
笛コンサート。夏休みの思い出に、
ぜひお越しください。
■日時　８月12日（日）
　午後２時～４時
■対象　市内在住または在勤、在

学の小学生以上の人（小学校低
学年は保護者同伴で）
■定員　50人（先着順）
■申込方法　８月９日（木）までに

電話か FAX で。

　

湖南市の伝統工芸品展
　市指定無形文化財保持者である
植西恒夫さんの藍染め作品をはじ
め、古石部焼・古下田焼の作品、
故青木徳太郎さん作の仏像彫刻、
故谷口欣一さん作の竹皮細工など
を展示します。
■期間　８月３日（金）～９月30日
　（日）　午前９時～午後４時30分
（入館は午後４時まで）
■休館日　毎週月曜日（月曜日が

祝日の場合は翌火曜日が休館）
■入館料　大人320円（260円）、

児童生徒160円（110円）
※（　）内は20人以上の団体料金
問生涯学習課〔石部文化総合セン

ター〕
　�77◦6250　�77◦6253

東海道石部宿歴史民俗資料館
〔雨山文化運動公園内〕

特集展示

参加費
無料

�77◦6250　�77◦6253

　　　石部公民館

初心者パソコン教室
　個人学習で進めますので自分の
ペースで学べます。
■日時　毎月第２・第４水曜日
　午後７時～９時
■受講料　無料
※テキストを希望する場合はテキ

スト代が必要です。
■講師　湖南まなびすとスタッフ
※申込不要。直接会場へお越しく

ださい。

入場
無料

入場
無料
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創年 I T 大学
　創年ＩＴ大学で
はＩＴ（情報技術）
に関する知識・技
能の習得と、ＩＴの学びを地域で
生かす課題研究に仲間と一緒に取
り組みます。受講生はシニア情報
生活アドバイザー認定試験を受け
ることができます。
■日時　９月～平成20年３月の第

２・４土曜日（全15回）
　午後１時～４時
※変更になる場合があります
■場所　市民学習交流センター
（サンヒルズ）本館
■対象　パソコンでメールなどを

日常的に活用しているおおむね
50歳以上の人
■定員　15人程度（先着順）
■受講料　22,500円（テキスト代

金2,500円含む）
■内容　パソコン操作の基礎、イ

ンターネットの利用、やさしい
携帯電話講習、IT を生かしたま
ちづくりほか
■申込方法　８月31日（金）までに

住所、氏名、電話番号、メール
アドレスを FAX または E メー
ルで。
■主催　湖南ネットしが
※この事業は湖南市まちづくり市

民活動補助金を受けています。
問湖南ネットしが（事務局：斎藤）

�74◦0275
office@konan-net-shiga.jp

問：問い合わせ先

　
近江の味手作り教室
～地元でとれた

夏野菜を使って～
　地元でとれた夏野菜を使った料
理教室を開きます。
■日時　8月25日（土）
　午前９時～午後１時30分
■場所　柑子袋公民館
■対象　市内在住の人
■定員　20人（先着順）
■参加費　300円
■持ち物　エプロン・三角きん
■申込方法　８月15日（水）まで
（土・日曜日を除く）の午前９時
～午後５時に電話で。

問湖南市生活研究会事務局（農林
課内）〔東庁舎〕

　�71◦2349
　�72◦7964

　

　手話は、聴覚障がい者のコミュ
ニケーション手段です。聴覚障が
いについて正しく理解し、手話で
会話ができる市民が増えることに
よって、聴覚障がい者が主体的に
参加できる社会の実現をめざすた
めに開催します。
■日時　９月７日～平成20年２月

８日の毎週金曜日（全23回）
　午後７時30分～９時30分
※11月23日、12月28日、 １月４

日は休みです
■場所　サントピア水口（甲賀市

水口町）
■対象　甲賀市・湖南市に在住ま

たは在勤で、入門課程修了か手
話サークルなどで１年以上の学
習経験があり、聴覚障がい者と
手話で日常会話ができる人
■定員　40人
■受講料　無料
※別途、テキスト代（1,470円）が

必要です。

　

すずめの学校Ⅲ
　一昨年８月から就学前の親子が
いろいろなボランティアグループ
の人達と楽しく遊ぶ教室を開校し
ています。毎回好評で楽しい企画
がいっぱいです。
　第１回は「夏祭り」を企画してい
ます。
■�日時　８月23日（木）から毎月第

４木曜日（全12回）
　午前10時～正午
■�場所　ボランティアセンターふ

れあい
■�対象　１年を通して（４月から

入学予定の人は３月まで）参加で
きる就学前の子どもとその保護
者
■定員　20組（先着順）
■参加費　親子で100円（おやつ代）
■持ち物　お茶
問ボランティアセンター
　�・�72◦1523
　ボランティアセンターふれあい
　�77◦6001　�77◦6006

　　
天平ロマン親子エコツアー
　次代を担う子どもたちに甲賀の
文化歴史に触れ、関心を深めても
らうことを目的に、天平の文化・
生活に触れる親子体験プログラム
を開催します。
○8月19日（日）

午前９時30分～午後３時30分
「天平人の文化伝統体験ツアー」
天平時代の瓦にちなんだ器の制
作・古代チーズ作り体験

○８月26日（日）
午前10時～午後５時

「天平人の生活体験ツアー」天平
時代の食事体験・天平の道ハイ
キング・よし笛コンサート

※１日だけの参加も可
■�場所　谷川会館、秀明自然農法

しがらきの里（いずれも甲賀市
信楽町）

■�対象　小学1年生～中学3年生
※ 小学１年生～３年生は保護者同伴
■�定員　各30人
■�参加費　大人：各1,000円
　子ども：各500円

天平の歴史ロマンと長寿寺
講座
　天平の昔、紫香楽宮に遷都し大
仏を造ろうとした聖武天皇の仏都
構想。これに深く関わっていた良
弁僧正（初代東大寺別当）が開いた
寺院が湖南市、甲賀市に集中して
います。湖南三山のひとつ長寿寺
も良弁僧正の開基と伝えられてい
ます。国宝・長寿寺と良弁の歴史
の謎に迫る講座を開催します。
■日時　８月18日（土）
　午後２時～３時30分
■場所　長寿寺本堂
■定員　100人
■�講師　藤支慈道さん（長寿寺住

職）

■�主催　天平ロマンの観光まちお
こし実行委員会

問滋賀県南部振興局地域振興課
　�077◦567◦5404
　�077◦564◦3934

　
カップリングパーティー
　涼やかな風吹く森の中、本当の
出会いを見つけてみませんか。甲
南町商工会青年部主催のカップリ
ングパーティーで
す。開放的な屋外で
バーべキューを楽し
みましょう。

■内容
〈講義〉「障がい者福祉の基礎」「聴

覚障がい者活動と聴覚障がい者
福祉制度」

〈実技〉「日本手話の基本文法」「基
本文法の応用」「総合練習」
■申込方法　８月20日（月）まで
　（当日消印有効）に住所、氏名、年

齢、連絡先（電話または FAX）、
　職業、手話学習歴、所属の手話

サークル名を問へ（郵送・FAX
可）。

※申込用紙は、社会福祉課、各公
民館に備え付けています。

問社会福祉課〔東庁舎〕（〒520-3
　288住所記載不要）
　�71◦2364　�72◦3788

■日時　９月２日（日）午前11時～
■場所　水口スポーツの森キャン

プ場（JR 貴生川駅から会場まで
の送迎バスあり）
■対象　23歳～ 40歳
■定員　男女各20人
■参加費　男性7,000円、
　女性2,000円
問甲南町商工会
　�86◦2016　�86◦5818

甲賀市・湖南市　手話講座（基礎講座）

親
子で
チーパッパ

参加費
無料
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めざせ起業家！
湖南・甲賀創業塾2007
　経営の基本からビジネスプラン
の立て方まで、経験豊富な講師に
よる実践的な内容の講座です。
　この機会に、夢への第一歩を踏
み出してみませんか。あなたの夢
の実現を商工会がお手伝いします。
○８月18日（土）
　創業の心構え
○８月19日（日）
　創業の知識・ケーススタディ
○８月25日（土）
　マーケティング・ケーススタディ
○８月26日（日）
　Swot 分析・ビジネスプラン作成
○９月１日（土）
　創業体験者事例発表
○９月２日（日）
　ビジネスプラン発表・総括講話
　午前９時30分～午後０時30分
■場所　共同福祉施設（サンライ

フ甲西）
■定員　30人（先着順）
■受講料　3,000円（６講座分）
■主催　湖南市商工会・甲賀市内

各商工会
問湖南市商工会　 �72◦0038
　湖南市商工会石部支所

　　　　　　　　�77◦4145

　
介護者のつどい
　共に学んだり、語りあったり、
体を動かしたりすることで日々の
介護にゆとりができればと、高齢
者の介護をしている人を主な対象
に毎月テーマを決めて介護者のつ
どいを開催します。

今月のテーマ
◎認知症とのおつきあいについて

語らう
◎新しい認知症対応型デイサービ

スを知る

■日時　８月24日（金）
　午後１時30分～３時15分
■場所　『中央デイサービスセン

ターしんあい』（９月にオープ
ンする地域密着型サービス認知
症対応型通所介護の事業所）
■申込方法　申込書を提出するか

電話で。
※申込書は高齢福祉介護課、保健

センター、石部保健センター、
市内高齢者支援センターに備え
付けています。

問高齢者支援センターぼだいじ
　�74◦4093　�74◦3994
　高齢福祉介護課〔東庁舎〕
　�71◦4652　�72◦3788

参加費
無料

問：問い合わせ先　　 ：ホームページアドレス　　 ：E メールアドレス
　

創年 I T 大学
　創年ＩＴ大学で
はＩＴ（情報技術）
に関する知識・技
能の習得と、ＩＴの学びを地域で
生かす課題研究に仲間と一緒に取
り組みます。受講生はシニア情報
生活アドバイザー認定試験を受け
ることができます。
■日時　９月～平成20年３月の第

２・４土曜日（全15回）
　午後１時～４時
※変更になる場合があります
■場所　市民学習交流センター
（サンヒルズ）本館
■対象　パソコンでメールなどを

日常的に活用しているおおむね
50歳以上の人
■定員　15人程度（先着順）
■受講料　22,500円（テキスト代

金2,500円含む）
■内容　パソコン操作の基礎、イ

ンターネットの利用、やさしい
携帯電話講習、IT を生かしたま
ちづくりほか
■申込方法　８月31日（金）までに

住所、氏名、電話番号、メール
アドレスを FAX または E メー
ルで。
■主催　湖南ネットしが
※この事業は湖南市まちづくり市

民活動補助金を受けています。
問湖南ネットしが（事務局：斎藤）

�74◦0275
office@konan-net-shiga.jp

　　就職サクセスセミナー
■日時　８月27日（月）
　午前９時～正午
■場所　市民学習交流セン
　ター（サンヒルズ甲西）本館
■内容
・ 講演「今、企業はこんな人を求

めている」
　午前９時～ 10時30分
・模擬面接
　午前10時30分～正午
甲賀・湖南地域製造職就職面接会
同日開催
　午後1時15分～ 3時30分
■申込方法　申込書を郵送・FAX

するか電話で。当日参加もでき
ますが予約優先になります。

問 滋 賀 県 中 小 企 業 団 体 中 央 会
（〒520-0806大津市打出浜２−
29　SK ホール２階）

　�077◦525◦1189
　�077◦525◦1190

  http://www.chuokai-shiga.or.jp/   
kyushoku/

参加費
無料

　　　　
パソフレ講座
おきまりコース�カレンダーNo.3
　季節にあった「オリジナル・カレン
ダー」の作成を通じ、パソコンを自分
のものに。
◇９月５日（水）
◇�対象　「Word 初級」講座を終了

した人、または同レベルの人
◇受講料　750円

ワード中級（6日間）
　均等割付、箇条書、ルビ、囲い文字、
行間、ヘッダーなどの学習。
◇�９月11日（火）・13日（木）・18
日（火）・20日（木）・25日（火）・
27日（木）

◇�対象　「Word 初級」終了または
同程度の人

◇�受講料　６日間5,050円（資料代
含む）

私だけのスタートページ
　インターネットの扉を自分流に整
理し、更にインターネットの世界を
広く。
◇９月19日（水）・26日（水）
◇�対象　Windows の基本操作が

可能な人
◇受講料　２日間1,500円

■�場所　市民学習交流センター（サ
ンヒルズ）本館
■時間　午後１時30分～４時30分
■�主催　（財）湖南市文化体育振興

事業団
※ 必ず、事前に申し込みをしてく

ださい。
※ パソコン持ち込み可（ただし、

WinVista,Office2007 には対応
していません）

問ＮＰＯ法人パソフレ
　谷�75◦0063 鈴木�75◦5466

 http://www.pasofure.org./

◆◆個別授業�ご意見募集中◆◆
　それぞれのレベルに合わせ対応
します。全く初めての人も歓迎。場
所はサンヒルズを予定しています。
　ご希望や質問をお寄せください。
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石
部
図
書
館

日 時　　間 内　　　　　　　　　　　　容

５日（日） 11：00 ～ 12：00
14：30 ～ 15：30

きじっこおはなしかい　グループ「ピッコロロ」による絵本の読み聞かせなどの
楽しいおはなしの時間（午前は幼児から小学校低学年向け、午後は小学生以上
向け）。　

17日（金） 11：00 ～ 11：20 よっといでたいむ　図書館員によるおひざにだっこのおはなしかい。絵本の読
み聞かせや紙芝居など（入園前の子どもと保護者向け）。

25日（土） 16：00 ～ 16：30 よっといでたいむ　図書館員による絵本の読み聞かせや紙芝居などの楽しいお
はなしの時間（幼児から小学生向け）。

☆
一
人
、
図
書
等
15
点
・
Ｃ
Ｄ
５
点
・
ビ
デ
オ（
石
部
図
書
館
の
み
）２
点
ま
で
３
週
間（
移
動
図
書
館
は
次
の
巡
回
日
ま
で
）借
り
ら
れ
ま
す
。
貸
出
点
数
は
両
図
書
館
・

移
動
図
書
館
を
合
わ
せ
た
数
で
す
。
返
却
期
限
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
た
本
の
再
貸
出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

図
書
館
へ
行
こ
う

８月の行事予定

甲
西
図
書
館

日 時　　間 内　　　　　　　　　　　　容

３日（金） 11：00 ～ 11：30
ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」による、おひざに
だっこのおはなしかい。絵本の読み聞かせや手遊びなど ( 乳幼児から入園前の
子どもと保護者向け）。

４日（土） 14：00 ～ 14：30 夏休み映画会「淡海と生きる～琵琶湖～」�’06 　母なる湖、琵琶湖とともに生き
る人々の暮らしを描くドキュメンタリー。

５日（日） 14：00 ～ 16：45
親子映画会「ハリー・ポッターと秘密の部屋」�’02 米　クリス・コロンバス監督。
ダニエル・ラドクリフほか出演。人気のハリー・ポッターシリーズの２作目（日
本語吹き替え）。

11日（土） 14：00 ～ 14：30
子ども映画会「おひさまのおはなし」 ’06　雑誌「おひさま」で人気のキャラク
ターがアニメーションになりました。「へんてこライオン」（長新太）や｢パンや
のろくちゃん｣（長谷川義史）など。

12日（日） 14：00 ～ 16：25
親子映画会「ハリー・ポッターとアズカバンの囚人」 ’ 04 米　アルフォンソ・キュ
アロン監督。ダニエル・ラドクリフほか出演。人気のハリー・ポッターシリー
ズの３作目（日本語吹き替え）。

18日（土） 14：00 ～ 14：35
夏休み映画会「里海と生きる～有明海・鹿島～」�’05　やわらかい泥の干潟に抱
かれた有明海・鹿島。里海と生き、未来を模索する鹿島の姿を描くドキュメン
タリー。

18日（土） 14：30 ～ 15：30 ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」によるおはなしと絵
本の楽しい時間（前半は4歳以上の幼児向け、後半は小学生向け）。

19日（日） 14：00 ～ 16：40
親子映画会「ハリー・ポッターと炎のゴブレット」�’05 米　マイク・ニューウェ
ル監督。ダニエル・ラドクリフほか出演。人気のハリー・ポッターシリーズの
4作目（日本語吹き替え）。

25日（土） 14：00 ～ 15：00 人形館ぽー公演　「そらまめくんのベッド」と「たからものはなーに？」の２本
立て。※左ページもご覧ください。

26日（日） 14：00 ～ 15：00 夏休み子ども教室②�「貝の標本作り教室」
※事前申し込みが必要です。詳しくは左ページをご覧ください。

少
し
前
の
日
本

●『
新
語
・
流
行
語
大
全

－

こ

と
ば
の
戦
後
史

－

』
木
村
傳
兵

衛
ほ
か 
著（
自
由
国
民
社
）…

1
9
4
5
年
の
一
億
総
懺ざ

ん

悔げ

か

ら
2
0
0
6
年
の
ハ
ン
カ
チ
王

子
ま
で「
こ
と
ば
」か
ら
立
ち
上

が
る
あ
の
頃
の
風
景
。

●『
モ
ノ
と
子
ど
も
の
戦
後
史
』

天
野
正
子
ほ
か 

著（
吉
川
弘
文

館
）…
お
む
つ
、
学
習
机
、
お
や

つ
な
ど
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま

く
モ
ノ
の
変
遷
か
ら
見
え
る
戦

後
の
社
会
。

●『
あ
の
頃
こ
ん
な
球
場
が
あ
っ

た

－

昭
和
プ
ロ
野
球
秘
史

－

』佐

野
正
幸 

著（
草
思
社
）…
大
阪
球

場
、
西
宮
球
場
、
後
楽
園
球
場
な

ど
、
懐
か
し
の
名
選
手
・
名
場
面

と
と
も
に
甦

よ
み
が
え

る
今
は
無
き
球
場

の
思
い
出
。

●『
思
い
出
色
の
バ
ス
1
9
5
0

～
1
9
6
0
』
河
村
か
ず
ふ
さ

ほ
か 

著（
ネ
コ
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン

グ
）…
京
都
市
バ
ス
、京
阪
バ
ス
、

三
重
交
通
な
ど
街
中
を
、田
舎
道

を
颯さ

っ

爽そ
う

と
走
る
バ
ス
た
ち
。

●『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
だ

け
が
知
っ
て
い
る
あ
の
名
場
面

の
裏
側
』
松
本
一
路 

著（
青
春

出
版
社
）…
記
憶
に
残
る
一
言
、

忘
れ
ら
れ
な
い
試
合
の
影
に
は
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
真
剣
勝
負
が

あ
っ
た
。
30
数
年
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ
ア
ナ
と
し
て
活
躍
し
た

著
者
が
語
る
。

●『
戦
後
事
件
史
』（
学
習
研
究

社
）…
三
億
円
事
件
、
グ
リ
コ
・

森
永
事
件
な
ど
、戦
後
の
さ
ま
ざ

ま
な
事
件
を「
未
解
決
」「
大
量
・

連
続
殺
人
」「
冤え

ん

罪ざ
い

」な
ど
テ
ー

マ
別
に
紹
介
。

●『
35
年
目
の
リ
ク
エ
ス
ト

－

亀
渕
昭
信
の
オ
ー
ル
ナ
イ
ト

ニ
ッ
ポ
ン

－

』
亀
渕
昭
信 

著

（
白
泉
社
）…
母
の
遺
品
か
ら
、30

数
年
前
の
リ
ス
ナ
ー
か
ら
の
手

紙
が
…
。40
～
50
代
と
な
っ
た
か

つ
て
の
リ
ス
ナ
ー
を
訪
ね
る
旅

が
始
ま
る
。

●『
戦
後
ヒ
ー
ロ
ー
の
肖
像
』

佐
々
木
守 
著（
岩
波
書
店
）…｢

ウ

ル
ト
ラ
マ
ン｣

｢
柔
道
一
直
線｣

の
脚
本
家
が
振
り
帰
る
戦
後
の

ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
と
子
ど
も
の
暮

ら
し
。

●『
東
京
大
学「
80
年
代
地
下
文

化
論｣

講
義
』宮
沢
章
夫 

著（
白

夜
書
房
）…
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
、

バ
ブ
ル
、お
た
く
。
80
年
代
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
そ
れ
が
遺
し

た
も
の
を
解
き
明
か
す
東
大
講

義
。

●『
一
九
七
二「
は
じ
ま
り
の
お

わ
り
」
と「
お
わ
り
の
は
じ
ま

り
」』
坪
内
祐
三 

著（
文
藝
春

秋
）…
連
合
赤
軍
・
札
幌
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
日
本
列
島
改
造
論
・

「
ぴ
あ
」
創
刊
・
パ
ン
ダ
来
日
。

１
９
７
２
年
を
手
掛
か
り
に
、高

度
成
長
期
の
終
わ
り
、時
代
の
節

目
を
紐
解
く
。
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図
書
館
へ
行
こ
う

●は甲西図書館のみの休館日です。
■は石部図書館のみの休館日です。
●は両館の休館日です。
☆開館時間は、両図書館とも午前10時～午後６時です。
※甲西図書館は、８月中の木曜日は午後８時まで開館
します（30日は除く）。

☆本や行事についての問い合わせは開館時間中に電話
でもどうぞ。
○石部図書館
　（石部中央一丁目2-3　�77◦6252　�77◦6232）

○甲西図書館
　（中央五丁目50　�72◦5550　�72◦5554）

8月のカレンダー 移動図書館車「マツゾウくん」８月の巡回スケジュール

　◦パソコンから（暗号化あり）…http://lib.edu-konan.jp
　◦携帯電話から（暗号化あり）…http://lib.edu-konan.jp/opw/IMD/IMDMAIN.CSP
　◦携帯電話から（暗号化なし）…http://lib.edu-konan.jp/i m d/IMD/IMDMAIN.CSP

☆湖南市立図書館ホームページで、両図書館の蔵書を見ることができます。 インターネットや携帯
電話から両図書館で貸
出中の本と雑誌の最
新号を予約できます

（図書館で発行するパス
ワードが必要）。

※移動図書館車でも予約することができます。希望の本が見つからな
い場合は気軽にお申し付けください。   

※保育園と幼稚園、小学校は７／ 20（金）から８／ 31（金）まで運休
します。

※☆印の巡回日は、暑い時間を避けて、上記の時間に巡回します。 

「兵士が見た戦争」大田健一戦争画展
～平成19年度湖南市平和祈念事業～

８月４日（土）～19日（日）
　大陸や南方の戦線で戦争の現実を自身で体験し、
それをスケッチや油彩、水彩で描いた大田健一さん
の作品を展示します。

協力：（財）大阪国際平和センター（ピースおおさか）

展示コーナー 甲西図書館

場　　所 日 時　　間

岩根東農業集落センター前

1（水）
15（水）

14：00～ 14：30

下田公民館前 15：00～ 15：30

中山生協集会所予定地 16：00～ 16：30

北山台自治会館前 2（木）
16（木） 16：30～ 17：00

市立三雲公民館前 ☆�3（金）
☆17（金）

16：20～ 16：50

妙感寺多目的集会所前 15：15～ 15：45

フレンドマート第2駐車場 8（水）
22（水） 15：20～ 15：50

サンヒルズ甲西 (本館 )駐車場 ☆10（金）
☆24（金） 16：20～ 16：50

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

甲西図書館

　人形館ぽー　公演
■日時　８月25日（土）
　午後２時～３時
■演目　「そらまめくんのベッド」
　　　　「たからものはなーに？」
■定員　先着200人
☆ 開演後の途中入場はできない場合があ

ります。 世界の貝がやってくる
―陸貝・海貝・淡水貝―
８月24日（金）～９月２日（日）
※最終日は午後5時まで

　世界のかたつむりや琵琶湖の
淡水貝、特徴的な海の貝などを
展示します。

         夏休み子ども教室

          『貝の標本作り教室』
　貝の標本作りと鑑定を行います。珍し
い中国の貝についての話も聞けます。
■日時　８月26日（日） 午後２時～３時
■講師　久野紫朗さん（八幡小学校教諭）
■対象　小・中学生
■定員　30人
※申し込み受付中、定員になり次第締め切ります。

関連
行事

　「仕事が終わってから図書館を利用したい」との要望にこたえるため、８月の第１～４木曜日は、甲西図書館
で午後８時まで開館時間を延長します。
　開館時間の延長には、対応する職員がいることが必要です。学休期間のため移動図書館のスケジュールが午
後遅い時間になる８月で、巡回場所が少ない曜日（木曜日）ならば職員の時差出勤に比較的支障が少ないと考え
ました。そこで、少しでも利用しやすい図書館をめざして期間・曜日限定ではありますが夜間開館を行うこと
にしました。
　この機会に、ぜひ図書館をご利用いただき、ご意見・ご感想をお寄せください。

８月の木曜日（30日は除く）は、午後８時まで開館します
甲西図書館
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石部子育て支援センター

◎開館日　月～金曜日
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前８時30分～午後５時15分

（石部保育園隣接）　�77◦8570　�77◦8572
たんぽぽはうす

　親子で一緒に楽しく遊びましょう。
■日時　９月14日・28日、10月19日・26日、11月９

日（すべて金曜日・全５回）
　午前10時～ 11時（受付：午前９時30分～ 45分）
※日程は変更になる場合があります。
■対象　平成17年８月１日～ 11月30日生まれの子ど

もとその保護者
■定員　20組（先着順）
■内容　手遊び、ふれあい遊び、散歩、小麦粉粘土遊

びなど
■申込期間　８月６日（月）～ 10日（金）
※電話申し込みの場合は、案内を渡しますので、８月

10日（金）までにセンターへお越しください
※下の子どもの託児サービスあり（定員：先着５人）

◆にこにこ広場（うさぎグループ）

　親子のふれあい遊びと交流会を月１回実施します。
栄養士さんとお話ししよう
■日時　９月25日（火） 午前10時～ 11時
　（受付：午前９時45分～）
■対象　平成18年５月～ 12月生まれの子どもとその

保護者
■定員　15組（先着順）
■内容　親子ふれあい遊び、自由遊び、手づかみ食の

試食（実費を徴収します）、栄養士との話
■申込期間　８月28日（火）～ 31日（金）
■持ち物　おしぼり、お茶

◆にこにこ広場（りすグループ）

　 

◎開館日　月～金曜日
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前９時～午後４時

子育て支援センター

（岩根保育園２階）　�・�72◦7089
ひまわり

☆開放日（午前10時～正午）    
　子どもたちが自由に遊べる場として、また保護者
どうしの交流の場として開放しています。相談があ
れば気軽に職員に声をかけてください。

　 ３日（金）　午前10時30分～ 11時30分
　身長・体重をはかって手形・足型をとりましょう
　21日（火）　受付：午前９時30分～ 11時  
　保健師と栄養士が子育て相談に応じます。 

　ひよこ広場     
◦20日（月）　午前10時～ 11時30分   
　 ( 受付：午前９時40分～ 50分）   
　対象：８か月までの子ども    
　内容：助産師による育児相談、ベビーマッサージ 
　持ち物：バスタオル、母子健康手帳
　にこにこの日     
◦７日（火）　午前10時30分～ 11時
　 （受付：午前10時15分～）
　このゆびと・ま・れ！�� � � �
　～２歳６か月以上のおともだち集まろう！～
◦30日（木）　午前10時30分～ 11時
　（受付：午前10時15分～）
　リズムにのってあ・そ・ぼ・う！
　講師 : ボランティアグループ「 ポレポレ遊ぎ舎」 
◇サークル使用日     
　センター登録の子育て支援サークルが活動する日
です。一般には開放していません。

※ 園庭側駐車場が満車の場合は、　保育園東側の岩根
東農業集落センターの駐車場をご利用ください。

　おもちゃを通して親子でふれあいませんか。申し
込みは不要です。
■日時　毎週火・水曜日　午前10時～正午
※14日（火）・15日（水）は休みます。
■場所　石部南公民館
問石部南公民館　�・�77◦2535

きじっこひろば

■対象　幼児～中学生（自由参加）
■内容　紙芝居、お話し会、グラウンドゴルフ、手芸、

折り紙など（自治会員を中心にボランティアの応援
を得て、自由に楽しんでいます）

　　　　問い合わせ先　�74◦1664（紙永）

子育てサークル紹介

　異世代の交流を目的に、毎週土曜日の午前10時か
ら午後１時まで北山台自治会館を開放しています。

夏休みおたのしみ会
９月１日（土） 午前11時～

「おにぎり村の人形劇」を親子
で楽しみましょう。

日 月 火 水 木 金 土

1 ◇ 2 ☆ 3 ☆ 4　

5　 6 ☆ 7 8 ◇ 9 10 ☆ 11　

12　 13 14 15 16 17 ☆ 18　

19　 20 21 ☆ 22 ◇ 23 ☆ 24 ☆ 25　

26　 27 ◇ 28 ☆ 29 ◇ 30 31 ☆

８月

ぶらんこ

子育て支援ホームページアドレス　 http://www.edu-konan.jp/kosodate/
　　　　　　　　　　　　　　　　ル kosodate-s@city.konan.shiga.jp



3 歳児

Konan  2007.8��

■内容　水遊びをしましょう（雨天…新聞紙遊び）
■対象　入園前の幼児とその保護者
■時間　午前10時30分～ 11時45分
　（受付：午前10時15分～）
■持ち物　新聞紙、上靴、水筒（お茶）、着替え、タ

オル、帽子など
三雲幼稚園　　８月28日（火）　�72◦0077
　　　　　　　　　　　　　　 �72◦8747
ひかり幼稚園　８月29日（水）　�74◦3011
　　　　　　　　　　　　　　 �74◦3461
水戸幼稚園　　８月27日（月）　�75◦3350
　　　　　　　　　　　　　　 �75◦4425
※申込受付は各園で行っています。
※ 上の子も一緒に参加する場合は申込時にお知らせ

ください。
※８月の「ようちえんであそぼう！」は休みです。

とんとんとん でておいで
■日時　８月９日（木）　午前10時～ 11時30分
■対象　未就園の子どもと保護者

保育園や幼稚園での子どもたちのとっ
ておきの会話を紹介するコーナーです。
今月は 三雲幼稚園です。

　しおんの笑顔は宇宙イチ♡
みんなにたくさん愛される、
やさしくたくましい男の子に
なってね

佑樹さん・文子さん（下田南）

森脇　詩
し

音
お ん

ちゃん（１歳）

問：問い合わせ先

　特別なメニューはありません。０歳の赤ちゃんか
らどなたでも参加できます。子育ての先輩であるサ
ポーターと一緒に、楽しい時間を過ごしましょう。
初めての人も一度のぞいてみてください。申し込み
は不要です。
○８月６日（月）　三雲公民館
○８月13日（月）　岩根公民館 
○８月20日（月）　下田公民館
○８月27日（月）　石部公民館
■時間　午前10時～正午
問生涯学習課〔石部文化総合センター〕　
　�77◦6250　�77◦6253　

親子プレイステーション
子どもとゆっくり、しっかり向き合うところ

子育てサロン

給食を食べているときに
Ａちゃん　「先生、虫さんが飛んでいるよ！」
先生　　　「虫さんも給食　食べたいのかな？」
Ｂちゃん　「幼稚園に入ったらいいのにな」
Ａちゃん　「虫さん！　ご飯食べる？」
虫からの返事はなく…
Ａちゃん　「なんや、食べへんのか」
3 歳児の素朴な優しさが感じられる、とても可愛い会話でした。

どしどしご応募ください。

問情報政策課　�71◦2300　�72◦3390
大募集

　毎日の子育てに追われているあなた。子どもを預
けて、自由な時間を過ごしてみませんか。
■日時　９月４日（火） 午前９時30分～正午
　　　　９月18日（火） 午後１時～３時30分
■場所　女性センター 
■対象　市内在住または在勤で、生後４か月以上の

未就学の子どもがいる女性
■定員　両日とも子ども10人（先着順）　
■参加費　子ども一人につき400円（保険料含む）
■持ち物　お茶、着替え、バスタオル、ビニール袋

など
■保育者　保育サポーター「ぽっぽ」
■申込方法　月～土曜日の午前８時30分～午後５時

15分に電話で。
問女性センター　�・�72◦8588　

子育てリフレッシュタイム

三 雲 保 育 園
石 部 保 育 園
岩 根 保 育 園
下 田 保 育 園

�・�72◦1385
�・�77◦2073
�・�72◦1389
�・�75◦2420

平 松 保 育 園
阿 星 保 育 園
菩提寺保育園
水 戸 保 育 園

�・�72◦0390
�・�77◦2950
�・�74◦1373
�・�75◦0630

※どなたでも参加できます。

　乳幼児を持つ親と子が気軽に集い、お互いに
語り合い、お年寄りや子どもの自由な交流の場
所となるように、今年の４月から市の委託を受
け、つどいの広場“おおぞら”を開設しました。
　“おおぞら”では、親子連れと高齢者との交流
を図る活動やおもちゃや絵本の読み聞かせもあ
ります。また、毎週土曜日の午後、助産師によ
る育児に関する電話相談も行っています。
■開設日時　火～土曜日
　午前９時～午後２時
■ 対象　主に３歳未満の

乳幼児と保護者
■場所　三雲2030-67
　（西山団地内）

つどいの広場“おおぞら” �72◦6153

NPO法人ふれあいセンター「そよ風」
�71◦4330　�71◦4430

９月11日（火）に、
お米を使ったおや
つ作り（「おせんべ
い」や「よもぎ餅」
など）を予定して
います。
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保健センター情報
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保健センター 毎週火・水・木曜日　
石部保健センター 毎週月・金曜日
※上記の日時で都合のつかない人は事前にお知らせください。
※持ち物…印鑑・妊娠届出書 ( 各保健センターにも備え付けています）

子健康手帳の交付 （受付：午前8時30分〜正午）母

８月29日（水）
午後1時30分～ 3時30分 離乳食の進め方（調理実習を含む）

対象：平成19年３月生まれの乳児と保護者
※持ち物…母子健康手帳、エプロン、そのほか乳児に必要なもの（お
　むつやミルク、お茶、おもちゃ、バスタオルなど）

ぐもぐ教室 （受付：午後1時15分〜 1時30分　場所：保健センター）も

幼児健診（受付：午後1時〜 2時15分　場所：保健センター）　乳
多少時間がかかります。
4月から健診場所が夏見の保健センターのみになっています。

４か 月 児 健 診 対象：平成19年４月生 ８月30日（木）
10 か 月 児 健 診 平成18年10月生 ８月27日（月）
１歳６か月児健診 平成18年１月生 ８月７日（火）

２歳６か月児相談
・歯科健診 平成17年１月生 ８月10日（金）

３歳６か月児健診 平成16年１月生 ８月９日（木）
※ 持ち物…母子健康手帳、質問票、バスタオル（４か月児）、歯ブラ

シ（10 か月児・１歳６か月児・２歳６か月児・３歳６か月児）
※３歳６か月児健診では尿検査・視力検査を行います。

広
告
掲
載
欄

B C G ８月６日（月） 保健センター 生後3～6か
月未満

※持ち物…母子健康手帳、予診票
※ 番号札は当日午前８時30分から実施場所の玄関に出しています。
　会場を離れる場合は午後２時30分までにお戻りください。

防接種 （受付：午後1時15分〜 2時30分）予

８月25日（土）
午後1時30分～ 3時30分

親になるってどういうこと？
パパの妊婦・沐浴体験   

対象：妊婦・夫および家族
※持ち物…母子健康手帳、テキスト
※子どもの保育が必要な人は事前にお知らせください。

マ・パパ教室Ⅱ（受付：午後1時15分〜 1時30分　場所：保健センター）マ

「広報こなん」「湖南市ホームページ」
に広告を掲載しませんか
○「広報こなん」の広告
・規　格〔1枠〕縦45mm×横88mm
・掲載料〔1枠〕20,000円

○「湖南市ホームページ」のバナー広告
・規　格〔1枠〕
　　縦50ピクセル×横150ピクセル
（4キロバイト以内）
・掲載料〔1枠〕20,000円

■問い合わせ先　情報政策課　�71◦2300　�72◦3390

　ジフテリアと破傷風の予防については、乳幼児期に
三種混合第1期（ジフテリア・百日咳・破傷風）のワク
チンを接種し基礎免疫をつけていますが、基礎免疫の
持続のため、小学６年生で第２期として二種混合ワク
チン（ジフテリア・破傷風）の接種をします。
■対象　市内に住民票がある小学６年生（平成７年４

月２日～平成８年４月１日生）
■接種期間　平成19年９月30日まで
■持ち物　予診票（市内の小学校に通学している人は

学校を通じて配付しています）、健康保険証など住
所が確認できるもの、体温計
■接種料　無料
■指定医療機関一覧（順不同）

※予防接種の実施日時は医療機関によって異なります。事
前に必ず各医療機関へお問い合わせください。なお、ワ
クチンの供給量が少なくなっており、医療機関によって
は接種が困難な場合がありますのでご了承ください。

※保護者・親権者同伴でないと受けられませんので、必ず
保護者・親権者が一緒に行ってください。

6年生になったら

石 部 医 療 セ ン タ ー �77◦4100
小 川 診 療 所 �77◦8082
の む ら 小 児 科 �77◦8228
菊 田 医 院 �72◦3351
夏 見 診 療 所 �72◦0015
梅村こどもクリニック �72◦8606
ふ じ た 医 院 �72◦8777
生 田 病 院 �74◦8577
ほ し や ま 内 科 医 院 �74◦8618
岩 根 診 療 所 �72◦0039
湖南労働衛生センター �75◦0180
中 村 医 院 �75◦0025

献血にご協力ください
８月30日（木）　午前10時〜午後３時

　　　 石部保健センター周辺
■ 対象　18歳〜 69歳    
場所

成分献血
（予約制）

■ 持ち物　献血手帳、身分を証明できるもの（運転免
許証・健康保険証など）    

※ 65歳以上の人は、64歳までに献血経験のある人が対
象です。    

※ 渡航歴などにより、献血できない場合があります。
※８月24日（金）までに保健センターへ予約してください。

三種混合第2期の接種を
受けましょう
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各種相談 問：問い合わせ先

　求職活動やハローワークでの手続きのしかたなど就労に関する相談
や、職場でのトラブルに相談員が応じます。

８月の相談日　☆相談時間：午前９時～11時30分

保健センター
�72◦4008　�72◦1481

石部保健センター
�77◦7008　�77◦7019

◇内容　離乳食や子どもの発達など
子育てに関する悩みや心配なこと

※ 発達相談員による発達相談（予約
制）の紹介も行います。

※  FAX での相談は、E メールか訪問
指導での回答となります。

育児相談

保健センター　�����������71◦4150
◇�日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
◇内容　妊娠、出産、育児など

赤ちゃんホットライン
（電話相談）

少年センター「あすくる湖南」
〔西庁舎別棟2階〕

�77◦7053　�77◦7059
　学校や家庭での生活、非行問題な
ど、悩みを抱える中高生やその保護
者の相談、就学・就労に関する20歳
未満の青少年の相談を受け付けてい
ます。面接相談のほか、電話による
相談も行います。
◇日時　月～金曜日　
　午前９時～午後４時

少年センター悩み事相談

ふれあい教育相談室
〔勤労青少年ホーム〕��・�72◦4810
E メール���k-fureai@vesta.ocn.ne.jp
　いじめや不登校などで悩みを抱え
る小中学生や、子どもの教育に悩ん
でいる保護者の相談を受け付けてい
ます。電話相談のほか、面談による
相談も行います。
◇日時　月～金曜日
　午前９時～午後５時

教育電話相談

地域包括支援センター〔東庁舎〕
�71◦4652　�72◦3788

◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
※専門医によるもの忘れ相談（予約

制）の紹介も行います。

もの忘れについての電話
相談

育
児
・
教
育

相談窓口
○�まちづくり推進課住民総合相
談担当〔東庁舎〕��

�71◦2360　�72◦3788
○�地域総合センター
　三雲会館� �・�72◦3166
　三雲教育集会所�

�・�72◦3301
　夏見会館� �・�72◦3083
　柑子袋会館� �・�72◦2993
　松籟会館� �・�77◦2972
　岩根会館� ��・�72◦2292
では、人権相談をはじめとした各
種相談窓口を開設しています。
◇�日時　月～金曜日（祝日を除く）

午前８時30分～午後５時15分

女性の悩み相談
　事前に予約が必要です。
◇日時　８月16日（木）

午後２時～４時
（一人１時間程度）
◇場所　社会福祉センター
◇対象　市内在住の女性
問人権政策課〔東庁舎〕 
　�71◦2354
　�72◦2201　

法律相談
　相談は無料、秘密は厳守され
ます。予約が必要です。前日ま
でにお申し込みください。
湖南市商工会石部支所　

�77◦4145
◇日時　８月10日（金）
　午後１時30分～４時30分
◇場所　湖南市商工会石部支所

湖南市商工会�　����72◦0038
◇日時　８月17日（金）
　午後１時15分～４時15分
◇�場所　共同福祉施設（サンラ

イフ甲西）

☆相談時間：午後１時～４時
問よろず相談…社会福祉協議会� �72◦4102　�72◦8898
　行政相談…まちづくり推進課〔東庁舎〕��71◦2360　�72◦3788
　人権相談…人権政策課〔東庁舎〕� �71◦2354　�72◦2201

よろず相談・行政相談・人権相談

問商工観光課〔東庁舎〕　�71◦2332　�72◦7964

就労相談

◇日時　８月７日（火）・21日（火）　 午前10時～午後３時
◇場所　女性センター
問滋賀県雇用対策推進室　�72◦9311（相談日のみ）　�72◦7964

内職相談

９日（木）13日（月）14日（火）28日（火）

社会福祉センター
�72◦4102�人 権 相 談 行 政 相 談 よろず相談 よろず相談

行 政 相 談

石部老人福祉センター
�77◦5045

行 政 相 談
人 権 相 談 − − −

場所 日

地域包括支援センター〔東庁舎〕　
�����71◦4652　�72◦3788

��77◦5243
�72◦8100
�74◦4093
�75◦2323

介護についての相談・高
齢者の生活相談・福祉用
具や住宅改修の相談

高齢者支援センターいしべ
高齢者支援センターみくも
高齢者支援センターぼだいじ
高齢者支援センターひえ

消費生活相談
安心安全課消費生活相談窓口〔東庁舎〕���������������������

�71◦2360　�72◦2000
　消費生活に関する相談に専門の資格
を持った相談員が応じます。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）　
　午前９時15分～午後４時

心
配
ご
と

高
齢
者し

ご
と

健康相談
保健センター

�72◦4008　�72◦1481
　保健師・管理栄養士などが健康につ
いての相談に応じます。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分

三 雲 会 館  7日（火）・21日（火） 三雲教育集会所 13日（月）・27日（月）
夏 見 会 館  3日（金）・17日（金） 柑子袋会館 9日（木）・23日（木）
松 籟 会 館 6日（月）・20日（月） 石部南公民館 8日（水）・22日（水）
岩 根 会 館  10日（金）・24日（金） 菩提寺公民館  2日（木）・16日（木）
下田公民館 14日（火）・28日（火） サンヒルズ甲西 1日（水）・15日（水）

※ FAXでの相談は、Ｅメールか訪問指
導での回答となります。
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こなんの
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いもち送り（東寺）
　毎年7月下旬に行われているいもち送りは、稲
に病害虫がつかないよう祈願する伝統行事。
　夕暮れ時の薄闇のなか、太鼓と鐘を鳴らしなが
ら、20数本のたいまつが田んぼの中を練り歩く。
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56,460人
29,254人
27,206人
21,486世帯

（＋44）

（＋31）

（＋13）

（＋69）�

人　口

　男

　女

世帯数

（平成19年7月1日現在）

（　　）内は前月比

　わたしたちは、悠久の野洲川の
流れに沿った美しい郷土を愛し、
先人が築いてきた文化や歴史に感
謝して、活気と希望に満ちた、ゆ
たかで創造的なまちをつくるため
に、この憲章を定めます。

一、 美しい水と緑を大切にし、自
然と調和したまちをつくり
ます。

一、 たがいの人権を認めあい、思
いやりのあるまちをつくり
ます。

一、 子どもが健やかに育ち、障が
い者や老人をはじめ、だれも
が安心して暮らせるまちを
つくります。

一、 ゆたかな歴史を重んじ、香り
高い文化のまちをつくりま
す。

一、 社会の規律を守り、安全で住
みよいまちをつくります。
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湖 南 市 市 民 憲 章

　夏休み最初の日曜日の７月22
日、甲西図書館で夏休み子ども教室
の第一弾子どもふれあい陶芸教室
が行われました。老人クラブ連合
会陶芸部員の指導のもと、マグカッ
プや筆立ての作成にチャレンジし
ました。

今月の表紙


